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噛

鉛
丹

ガ

ラ

ス
と
金

属

鉛

ガ

ラ

ス

(
二
)

棚

橋

淳

十

六

江

戸

時

代

後

期

の

密

陀

僧

ガ

ラ

ス

日

「
舎

密

開
宗

」

所
載

の
密

陀

僧

ガ

ラ

ス

宇

田

川
楷
溶

奄

の
主

著

の

一
つ
に

天
保

八
年

(
一
八

三
七

)

の
刊
記

を

有

す

る

「
舎

密

開

宗

」

が

あ

る
。

こ

の
書

は

既
述

の
イ

ペ
ノ
ー
の
書

、

諺
自
o
な
ゴ
器

磯
b
o
矯
"
ω
画宮

o
ヨ
餌
蕃

o
げ

=
印
邑

げ
o
o
犀
α
曾

Uロ
Φ
・゚
o
ぽ
2

ミ
8

匹
Φ

o
昌

≦
-Φ
蒔

匹
き

臼
㎎
o

ω
o
ゴ
①
岸
ロ
且

ρ

に
も

と

ず

き

、

二
十

有
余

の
理
化

学

書

を

参

考

と

し

て
著

わ
さ

れ

た
化

学

書

で
あ

る

。

同
書

の

「
鉛

及
酸

化

第

二
百
十

五
章

」

に

は

、
酸

化

鉛

を

用

い

て
作

る

ガ

ラ

ス
に

ω

つ
き

以
下

の

二

つ
の
方

法

が
記

さ

れ

て

い
る

。

○
酸

化

鉛

ヲ
久

ク

烈

火

二
蝦

バ
近

黄

透

明

ノ
物

ト

爲

ル
之

ヲ

鉛
破

潔

〔
割
註
〕

ヒ
ッ
ト
リ

ュ
ム
、

プ
リ

ュ
ム
ビ

オ
キ
セ
ー
デ

ュ
ム

ブ

リ
ュ
ム
ビ
、

ヒ
ト

レ
ウ
ム

ロ
ー
ド
ガ
ラ
ス
」
ト

名

ク
此

破
潔

ハ
氣

二
中

テ
輔

チ

溶

解

セ
ズ

ト
錐

モ
歳

月

ノ
久

キ
寛

二
玲

瀧

ノ
質

ヲ
喪

フ
土

類

。
酸

化
金

厩

ト

共

二
蝦

ヶ

バ
能

ク
之

ヲ
礫

化

シ
テ
破

理

ト

爲

ス
」
其

破
理

ノ
法

ハ
酸

化

鉛

三
分

。

浄

白

砂

一
分

ヲ
和

シ
澗

大

ナ

ル
甘

颯

ニ
テ
礫

和

シ
灼

紅

ノ

鎮
板

二
注

テ
板

ト

ス

初

め

の
方

法

で
得

ら

れ

る

「
近

黄

透

明
」

な

「
鉛
破

理

」

は
、

七

「
近

代

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
金

属

鉛

ガ

ラ

ス
」

の
内

、

ボ

ル

タ

の

　、
奇

術

」

所

載

の
金

属
鉛

ガ

ラ

ス

(
?

)

に

お

い

て
述

べ

た

と

同
様

の
も

の
で
、

本

来

は

榿

色

結

晶

の
密

陀

僧

で
、

ガ

ラ

ス
で

は
な

い
。

し

か

し
加

熱

条

件

一1一



に
よ

っ
て
は
、
酸
化
鉛
が
増
塙
と
反
応
し
て
ガ
ラ
ス
化
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
種
の

「
鉛
破
喫
」
に

つ
い
て
は
今
後
言
及
せ

ぬ
こ
と
と
す
る
。

第

二
の
方
法
に
よ
り
得
ら
れ
る

「
破
理
」
は
酸
化
鉛
と
白
砂
を
原
料
と
す
る
も

の
で
、

望
遠
鏡

の
対
物
レ
ン
ズ
、
宝

石
模
造
等

の
用
に
供
す

回

る
と
い
う
。
当
時
、
鉛
酸
化
物
は

「
五
等

ノ
酸
化
」
に
分
け
ら
れ
て
い
で

(第
三
十
七
表
参
照
)
、

こ
の
場
合

「
酸
化
鉛
」

を
ど
の
等
級

の
も

の
と
考
え
れ
ば
よ
い
か
判
然
と
し
な
い
が
、

こ
こ
で
は

一
応
密
陀
僧
と
仮
定
し
、
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
組
成
を
試
算
し
て
第
三
十
八
表

に
示
し
て
お
く
。
こ
の
調
合
は
八

「
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
密
陀
僧
ガ
ラ
ス
」
と
同
系
統
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

ω

「
硝
子
製
造
」
所
載
の
・密
陀
僧
ガ
ラ
ス

寛
政
五
年

(
一
七
九
三
)
九
月
、
曾
占
春

・
白
尾
國
柱
等
は
薩
摩
藩
第

二
十
五
代
藩
主

・
島
津
重
豪

の
命
を
受
け
、
「
成
形
圖
説
」

の
撰

1鉛1酸 素
分

8.31

8,99

9.25

11,52

分
鉛191.6野

黄191.01

 

蝦

鉛

金銀密陀

鉛 丹

90.75

8S.48

灰酸化鉛

黄酸化鉛

緒酸化鉛

半破膿鉛

赤酸化鉛

其一

其二

其三

其四

其五

第三十七表 「舎密開宗」所載の鉛 の 「五等

ノ酸化」一覧。

一

環
〆

3

破

」25,0

75,0

浄 白 砂

酸 化 鉛

Sio2

PbO

第三十八表 『舎 密開宗」による 「珈 黎」の調

合 ・組成。 酸化鉛は密陀僧 と仮定 した。

修
に
着
手
し
、
文
化
元
年

(
一
八
〇
四
)
に
は

一
先
ず
農
事
部

・
五
殼
部

・
菜

疏
部
三
十
巻
が
上
梓
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
度
重
な
る
火
災
に
続
編
の
草

稿
を
失
い
、
天
保
二
年

(
一
八
三

一
)
に
至

っ
て
漸
く
菌
類

・
山
草

・
芳
草

・

毒
草

.
湿
草

・
水
草

・
蔓
草

・
香
木

・
喬
木

・
灌
木

・
果
部
十
五
巻

の
稿
本
が

㈲

重
豪
に
呈
上
さ
れ
た
。
当
初

の
計
画
で
は
農
事

・
五
穀

・
菜
疏

・
薬
草

・
樹
草

叫

.
虫
署

・
魚
介

・
禽
獣
百
巻
を
予
定
し
た
と
い
わ
れ
、
現
在
鳥
部

・
度
量
部
な

圏

ど
は
写
本
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

「
玉
里
文
庫
」
は
島
津

玉
里
邸
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
こ
の
中
に
井
田
好
治
氏
に
よ
っ
て
第
二
十
八
代
藩

2

 

7



電

個

主

・
島

津

齊
彬

の
蔵

書

印

と
推

定

さ

れ

た

「
春

藪
文

庫
」

の
印

記

が
表

紙

裏

に
み

ら

れ

る

「
硝

子

製
造

　
二

冊

が
あ

る

。

そ

の
内

、
第

一
冊

の

方

に

は

外

枠

・
罫
線

と
共

に
柱

の
上

方

に

「
成

形

圖

説

巻

之
」
、

下

方

に
小

白

丸

を

刷

り

込

ん

だ
料

紙

が

用

い
ら

れ

、

第

二
冊

の
方

に

は
無

枠

・
無

罫

の
料

紙

が
用

い
ら

れ

て

い
る

。

　成

形

圖

説

」

撰

修

の
た

め

に
準

備

さ

れ

た
料

紙

が

前
者

に

の
み
用

い
ら

れ

て

い
る

の
は
、

た
ま

た

ま

そ

の
料

紙

が
流

用

さ

れ

た
だ

け

の
こ
と

で
あ

ろ

う

か
。

追

考

を

要

す

る

で
あ

ろ

う

。

「
硝

子
製

造

」

の
第

一
冊

は

「
カ

ス
テ

レ
イ

ン
硝

子
製

造

篇

」

「
ヱ
ベ

イ
硝

子

製

造

篇
」

「
テ

コ
ノ

ロ
ヂ
ー

セ
硝

子

篇
」

よ

り

な
り

、

第

二
冊

は

「
斐

斯

硝

子

篇

」

の
み

よ
り

な

る
。

と

こ

ろ

で
蘭

学

資

料

研

究

会

の
調

査

に
よ

る

と
、

カ

ス
テ

レ
イ

ソ

勺
し
゜
国
。゚
葺
巴
①
旨

の
著

書

で
、

わ

が
国

に
存

在

す

る

こ
と

が

確

認

さ

れ

て

い
る

も

の
は

、

現

吻

在

の
と

こ

ろ
以

下

の

三
点

で
あ

る
。

な

お

各

項

目

の
最

後

の
括

弧

内

は

所
蔵

者

の
略

号

で
、

そ

れ

ぞ

れ

金

沢

大

学

医
学

図

書

館

、

長

野

市

県

町

の
犀
北

館

文

庫

、

国

立

国
会

図
書

館

(
旧

上

野

帝

国

図
書

館

)
を

表

わ

し

て

い
る

。

N
ミ

軌

2

-
3

国
p
ω
け〇
一9
甘
噂
団
「゚
」

じσ
。
切
。
ぎ

・
壽

民

。
①
口
器

爵

Φ
民

Φ

嘗

働
目

。
8

鼠

・゚
。
膏

」

。
Φ
8

8

巨

の
停

ρ

8

8

ε
弩

ゴ

昌
甑
σq
①

島

Φ
巳

①
゜

誤
暴

r

嵩

。。
①
-
c。
c。
°
い。
一
こ

ト。
o
日
゜
(
H
)

(
b。
)

(
一
〇
)

(
一
。゚
)

(
卜。
ω
)

(
肉
.ミ

認

-
器

)

一
〇

U
o
Φ
一゚

嵩

。゚
9

美

出
＼
㎝
O
c。
勺
'

b。
①

U
①
①
一層
嵩

。゚
°。
°
×
h
<
こ

O
甘

＼゚
↓
口
由
色

く
罠

.
(
囚
雪

爲

山
≦
巴

鉱
)

N
ミ

N

⑩
)

国
窃
↓
①
一画甘
噛
勺
』゚
曹
鱒

O
冨

日
冨
9

。

自

も
ξ

ω
冨
筈

。
o
Φ
h
①
巳

ロ
αq
。
p

<
8

H
ユ
。
ぴ
。
巳

ロ
冨

胃

・゚
ら
①
H
㎝
9

巴
自

口
卑
巨

「ざ

巳

0
5

、什
巴
伽q
①
日
。
8

り

8
「
げ
0
6

匹

Φ
ユ
ロ
αQ

<
聲

ぼ

畠
ロ
。。甑

Φ

9

0
Φ
8

8

日
δ
喜

⇒
山
o
瑠

8

けo
ロ

ロ
暮
3

0
曾

呂

o
チ

。
犀
雪
・゚
猟

四
げ
同
ゆΦ
訂

口
↓
魯

8

け「
p
出
冨

鼻

8

汀

ド

三
冒
o
昌
岱
。
『
燭
ω

巳
戸

目
①
乱

①
♂

嵩

零

毛

'
癖
c。
①
＼
俸
。゚
°。
＼
ミ

。゚

(
N
O
ω
一犀
①
団
N
O
)

(
Qっ
蝕
8

ざ

)
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N
O
蕊

囚
四
韓
巴
Φ
罵
o
ロ
リ
勺
'旨

O
ず
o
ヨ
博゚。
o
冨

o
①
h
8

訂
oq
①
炉

<
0
9

匹
o

げ
o
ヨ
ぎ

昌
器
窃

餌
Φ
H

ψ
o
ゴ
o
貯
信
自

叶
ぼ

.一
g。
面
o
日
8

P

o
ロ

α
o

呂

o
チ
o
評
2
9

萄
7

『
帥o
訂

三

〇
口

自

宵
臥
画Φ
冨

口
け8

諄

♂

び
二
8

口
畠
o
『
璽
ω
巳
p
°
跨
日
㎝
冨
己

o
詔

嵩

cQ
叩

c◎
°。
°
b。
ド
×
一
Q。
o
昌

(゚
ロ」
×

ド
①
O
l
δ

b。
×

ご
睾

o
)

し

か

し
な

が
ら

、

こ
れ

ら

の

い
ず

れ

の
書

に
も

「
カ

ス
テ

レ

イ

ン
硝

子
製

造

篇

」

に
該

当
す

る
記

述

は

み
ら

れ

な

い
。

尤

も

金

沢
大

学

医

学

圖

図
書

館

所

蔵

の
も

の
は

全

四
巻

の
う

ち
第

二
巻

ま

で

が
現

存

し
、

そ

の
第

二
巻

の
序

文

に

、

第

三
巻

は

製
造

業
な

ど

に
役

立

つ
実

用

化

学

魯

○
①
8

日
o
臼
♂
。
ゴ
①

O
ぴ
o
日
凶。
に

当

て

ら

れ

て

い

る
と

記

さ

れ

て

い
る

の

で
、

こ
と

に

よ
る

と

同
書

第

三
巻

中

に
「
カ

ス
テ

レ

イ

ン
硝

子
製

造

篇

」

に

相

当

す

る
箇

所

が
あ

る

か
も

し
れ

な

い
。

い
ず

れ

に

せ

よ

、

小
論

に

お

い

て
は

訳

文

の
曖
昧

な

部
分

に

つ
い

て

カ

ス
テ

レ
イ

ン
の
原

文

と

比

較

検

討

す

る

こ
と

を

断

念

せ

ざ

る
を

得

な

か

っ
た

。

次

の

「
ヱ

ペ
ノ
ー硝

子
製

造

篇

」

は

、

九

「,
近

代

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
鉛

丹

ガ

ラ

ス
」

に

お

い
て

言
及

し

た

イ

ペ
イ

の
著

〉
低
o
ぢ
ゴ
島

嶋
b
o
同
"
Qo
督

8
ヨ
p
江
ω
o
げ

国
蝉
口
匹
σ
o
Φ
評

匹
o
『
切
o
。。
o
ゲ
2

ミ
o
ロ
ユ
o

o
昌

≦

Φ
蒔

匹
雷

旺
αq
Φ

ω
o
ヶ
Φ
詩
仁
口
山
ρ

の

「
ガ

ラ

ス
」

の
項

を

訳

出

し

た
も

の
で
あ

る
。

「
テ

コ
ノ

ロ
ヂ
ー

セ
硝

子

篇

」

に

つ
い
て

は

未
詳

で
あ

る
。

「
斐
斯

硝

子
篇

」

は
ボ

イ

ス
国
Q゚
σ
。
#

】W
ロ
団
。・
の

「
術

弾云
全

書

」

乞
δ
二
妻

o
P

〈
O
貯
o
ヨ
Φ
口

≦

O
o
匡

o
ロ
げ
O
o
犀

く
p
口

国
O
口
㎝器
口

o
印

≦

ω
①
冨
ロ
。・
o
ゲ
ロ
U
層
o
P

の

O
日
♪
㎝
、

O
い
〉
ω
〉
ω
O
国
国

(
硝

子

灰
)
、
o
H
>
切

犀

〉
>
N
国
z

(
硝

子

ヲ
吹

)
、
o
目
♪
ω
占
H
>
>
N
国
器

o
<
国
z
ω

(
硝

子

ヲ
吹

ク

窯
)
、

9

♪
。。
∪
田

o

(
硝

子

泥

)
、

o
H
>
ω

男

目
N

(
硝

子

磧

)
、
Ω
望

ω

O
自

(
硝

子

謄

)
、

Ω
H
>
ω

9
国
口
"・
O
(鎗

硝

子
)
、

9

・あ

里

百
日
国
(硝

子
室

)
、

O
H
>
勿

据

d
HU

(
硝

子
草

)
、
O
H
>
ω

C
<
国
Z

(
硝

子
窯

)
、
o
目
♪
ω
ω
o
宙

ロ
)
男

ω

o
〈
国
z

(
硝

子

二
彩

色

ヲ
焼

付

ル
窯

)
、

o
日
〉
ω

臼

噌

国
∠

(硝

子

ヲ
研
磨

ス
)
、

o
宝

ω
宥

田

4

(
硝

子

石
)

ゆ

の
各

項
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ

て
以
上

の
諸
篇

の
内

「
カ
ス
テ
レ
イ
ン
硝
子
製
造
篇
」

に
お
い
て
は
、

ガ
ラ
ス
が

「緑
色
硝
子
」
「
白
硝
子
」

「
水
晶
硝
子
」
「鏡
硝
子
」

　

ぬ

ロ

コロ

の
四
種
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
第
三
の

「水
品
硝
子
」
に
関
す
る
節

の
前
半
に
は
次

の
如
き
記
述
が
み
ら
れ
ゐ
。
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水
晶
硝
子

ハ
其
質
潔
白
美
麗

ニ
シ
テ
且
硝
子
ノ
最
モ
無
上
等
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
此
ヲ
製
セ
ン
ニ
ハ
宜
ク
此

二
用
フ
ル
所

ノ
諸
物
ノ
尤
美
麗
ナ
ル

モ
ノ
ヲ
撰
ム

ニ
ア
リ
ト
知
ル
ベ
シ
今

コ
ノ
硝
子
ヲ
製

ス
ル

ニ
灰
塩
ヲ
用
ル
事
ナ
ク
シ
テ
能
ク
熔
鮮

ス
其
方
尤
微
細

ニ
シ
テ
潔
白
ナ
ル
清
浄

ノ

白
砂
ノ
散

一
分
密
陀
僧
或

ハ
丹

一
分
半
ヲ
合

シ
製

ス
又
其
質
ノ
熔
鮮

シ
易
キ
硝
子
ヲ
製
セ
ン
ト
欲
セ
バ
白
砂
及
ヒ
鉛
灰
等
分
ヲ
合
シ
テ
製
ス

ベ
シ

こ
こ
に
記
さ
れ
た
最
初

の
調
合
で
は
、
鉛
原
料
が

「
密
陀
僧
或

ハ
丹
」
と
な

っ
て
お
り
、

密
陀
僧

・
鉛
丹
の
い
ず
れ
を
使
用
す
る
か
に

つ
い

て
は
、
さ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

さ
ら
に
第
二
の
調
合
で
は

「
鉛
灰
」

と
い
う
語
が
用
い
ら

れ
、
密
陀
僧

・
鉛
丹
の
区
別
は
全
く
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お

「灰
塩
ヲ
用
ル
事
ナ
ク
シ
テ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
こ
の
調
合
に
は

ア
ル
カ
リ
塩
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

既
に
言
及
し
た
如
く

「密
陀
僧
或

ハ
丹
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て

一
々
こ
れ
を
別
調
合
と
し
て
扱
う
こ
と
に
、

さ
程
大
き
い
意
味
が
あ
る
と

は
思
え
ぬ
が
、
こ
こ
で
は
鉛
原
料
に
重
点
を
置

い
て
論
を
進
め
て
い
る
関
係
上
、

一
応
こ
れ
ら
を
別
調
合
と
し
て
、
ガ

ラ
ス
組
成
の
計
算
を
行

な

っ
て
お
く

(第
三
十
九
表

・
第
四
十
表
参
照
)
。

訳
文
で
は
第
二
の
調
合
が

水晶硝子

1分

1.5

40.O鮮

60.0

醜
僧
一

瀞
陀

論

 軸
鐘

第三十九表 「硝子製造』

の内,「 カス テ レイン硝

子製造篇」 による 「水晶

硝子」 の調合 ・組成。

翻
脚
声
・
ド

白 砂

鉛 灰

Sio2

PbO

第四十表 「硝子製造』の

内,「 カステ レイン硝子

製造篇」 による 「水晶硝

子」(易 融)の 調合 ・組

成。鉛 灰は密 陀僧 と仮定

した。

「
熔

鮮

シ
易

キ
硝

子
」

の
た
め

の
も

の
と
な

っ
て

い

る
が

、

こ

れ

は
原

文

に

つ
き

確

め

る

要

が
あ

ろ
う

。

註
ω

宇

田
川
椿
奄

『
舎
密
開
宗
」
天
保

八
年
刊
、
版
本
、
内
篇
、
巻

十

三
、
十

一
オ

十

一
ウ
。

京
都
府
総
合
資
料
館
蔵

〔
㎝
。゚
Ol
-

ω
〕
。

②

宇

田
川
椿
奄
、
前
掲
書
、
内
篇
、
巻
十

三
、
十

オ
ー
十

ウ
。

圖

鹿
児
島
市
編

「
薩
藩

の
文
化
」

(鹿
児
島
市

教
育
委
貝
会
、

昭

和
十
年
)
、

一
四
七
-

一
五
五
頁
。
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〔8}(7)(6}{51〔 生)
lg}ll⊥)任①

鹿

児

島

市

編

、
前

掲

書

、

一
四

一
頁

。

　、國
書

細

目
録

」
第

五
巻

、

(岩
波

書

店

、

昭

和

四
十

二
年

)
、

七

八
頁

。

玉

里
文

庫

目

録

作
成

委

員

会

「
玉

里
文

庫

目
録
」

(鹿

児

島

大
学

附
属

図

書

館

、

昭

和

四
十

　
年

)
、

一
二

九
頁

。

蘭
学

資

料

研

究

会

q、日
本

所

在

蘭
書

総

目
録

』
稿

本

、

一
五

=
貝
、
緒

方

医

学

化

学

研
究

所
蔵

〔
マ
イ

ク

ロ
フ

ィ

ル

ム

・
b。φ
〕
。

勺
い゚

密

㎝
琶

2

『

切
。
・・。
ぎ

ロ
芝
①民

Φ

自

を

。時

①民

①
写

。
H日
。
。
Φ
昌

㎝。
冨

」

O
。
。
8

。
旦

切
。ゲ
ρ

。
ロ

Z
・
且
匿

ざ

ロ
島

σq
。

9

①
目
凶ρ

臣

①

U
器

一噛

〉
日
・・言
乱

ρ
β

嵩

。。
Q。
'
げ
一巴

N
.
郵

金

沢

大
学

医

学

図
書

館
蔵

。

こ

の
書

に

は

「
金

澤

藩

留

學

館

」
・
「
肚

猷

館

文

庫
」
・
「
養

生

所
馨

局
藏

」
・
「
金

澤

筈
技

大

學

圖

書
」

な

ど

の
印

記

が

み

ら
れ

、

所

管

の
変

更

・
移

転

な

ど

の
際

、

第

三
巻

・
第

四
巻

は

散
侯

し

た
の

で
あ

ろ
う

。

国
αq
げ
。
暮

南
ロ
誘

一
室

窪

≦

魯

<
〇
一ぎ

日
。
ロ

ミ

o
o
置

魯

げ
o
算

く
碧

国
o
ヨ

冨
ロ

8

妻

。
Φ
叶自

㎝。
訂

署

Φ
口
矯
臣

。
U
①
。
r

>
旨
・゚
一。
江
口
P

H刈
鳶

噸

三
四
曾

゜

㎝
q。
。。
1

呂

O
°
井

伊

美

術

館
蔵

。

(

)

内

の
訳

語

・
訳

文

は

「
斐

斯

硝

子
篇

」

に
よ

る
。

「
カ

ス

テ

レ
イ

ン
硝

子
製

造

篇

」

(「
硝

子
製

造

』

稿

本
、

第

一
冊
、

旧

春

藪
文

庫

」

三

ウ
。
鹿

児

島

大

学

附

属

図
書

館
蔵

〔
玉

里
文

庫

・
罠
紹

含

。゚
幽)
〕
。

前

掲

「
カ

ス
テ

レ

イ

ン
硝

子
製

造

篇

」
、
十

ニ

オ
。

十
七

江
戸
時
代
後
期

の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

0

「
硝
子
製
法
集
説
」
所
載
の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

ω

文
化
七
年

(
一
八

一
〇
)

の
秋
、
馬
場
貞
由
は
蘭
書
所
載

の

「
西
洋
硝
子
製
造
法
」

を
訳
出
せ
よ
と

の
幕
命
を
受
け
、
ポ
ノ
・ス

国
σqげ
。#

Uσ
昌

加、
ケ
レ
ル
ク
、
シ
ョ
メ
ル

と
゜
Z
o
巴

O
ゴ
o
日
巴

の
各
書
よ
り
関
連
す
る
箇
所
を
抄
訳
し
て

「
硝
子
製
法
集
説
」

一
名

「
琉
璃
寳
鑑
」
三

巻
を
著
わ
し
た
。
そ
の
巻
之
下

「
縮
墨
爾
繹
説
」

の
内
、
「
製
水
晶
硝
子
法
」
に
は
九
種
類
に
及
ぶ
ガ
ラ
ス
の
調
合
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

②

第
五
に
鉛
丹
を
用
い
る
法
が
記
さ
れ
て
い
る
.、

第

五
法

又
鉛
丹
ヲ
加

フ
ル

一
法
ア
リ
鉛
丹
二
百
五
十
働
砂
石
百
働
碧
石
三
働
右
三
味
ヲ
交
和
シ
テ
熔
化

ス

こ
の
調
合
は
十

一
「近
代

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス
」

で
言
及
し
た
フ
ラ
ン
ス

『
百
科
全
書
」
所
載
の
鉛
丹
を
用
い
る
調
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:匪島
ioo働

250

3

 

一
石

丹

石

1.0%

28.8

70.2

子製法集

の 「第五

スの調 合

As406

 

一
砂

鉛

碧

As205

Sio2

PbO

・組 成

と

第 表 「硝

説」巻之下所載

法」 によるガ ラ

。碁石 は

仮定 した。

 

宇
田
川
溶
椿
奄

の
主
著

『
舎
密
開
宗
」
の

「
鉛
及
酸
化

第
二
百
十
五
章
」
に
つ
い
て
は
、

い
て
既
に
言
及
し
た
。
い
ま
必
要
箇
所
を
再
度
左
に
引
用
す
る
。

○
酸
化
鉛
…
…

(中
略
)
…
…
土
類
。
酸
化
金
属
ト
共

二
蝦
ヶ
バ
能
ク
之
ヲ
燦
化
シ
テ
破
曝
卜
爲

ス
」
其
破
膿

ノ
法

ハ
酸
化
鉛
三
分
。
浄
白
砂

一
分

ヲ
和
シ
澗
大
ナ
ル
甘
蝸

ニ
テ
燥
和
シ
灼
紅
ノ
鎮
板

二
注
テ
板
ト
ス

引
用
文
中

の
酸
化
鉛
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
に
よ
り
、
僅
か
な
が
ら
組
成
は
変
化
す
る
。

こ
こ
で
は
こ
れ
を
鉛
丹
と
仮
定
し
、
こ
の
調
合
よ

破

ρ

3

25.声

74.6

浄 白 砂

酸 化 鉛

Sio2

PbO

第 四十二表 「舎密開宗」

による 「破黎」の調合 。

組成。酸化鉛は鉛丹 と仮

定 した。

合
、
お
よ
び

『
シ
ョ
メ
ル
辞
書
」

所
載

の
第
五
の
調
合
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

一
部

個

分
訳
し
違
え
て
、
第
四
法
と

の
関
係
が
省
略
さ
れ
た
た
め
、

こ
の
調
合
は
結
果
的
に
鉛
丹
ガ

ラ
ス
と
な

っ
て
い
る
。

試
み
に
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
算
出
し
第
四
十

「
表

に
示
す
。
な
お
第
四
法
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、

十

一
「
近
代
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス
」

の
口
、
国
を
参
照
さ
れ
た
い
。

口

『
舎
密
開
宗
」
所
載
の
鉛
丹
ガ
ラ
ス十

六

「
江
戸
時
代
後
期
の
密
陀
僧
ガ
ラ
ス
」
に
お

樹

り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
算
出
し
、
第
四
十
二
表
に
示
し
て
お
く
。
こ
の
調
合
ば
既
に

指
摘
し
た
如
く
八

「
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
密
陀
僧
ガ
ラ
ス
」
と
同
系
統

の
も

の
と
い
え
よ
う
。

国

「
硝
子
製
造
」
所
載

の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

玉
里
文
庫

の

「
硝
子
製
造
」

の
内
、
一,カ
ス
テ
レ
イ
ン
硝
子
製
造
篇
」
に

「水

晶
硝
子
」

の
調
合
に

っ
い
て
の
記
載
が
あ
り
、

十
六

「
江
戸
時
代
後
期
の
密
陀
僧
ガ
ラ
ス
」

に
お

い
て
、

そ
れ
を
引
用
し

個

た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
続
く
他
の
調
合
も
含
め
て
、
関
係
あ
る
箇
所
を
再
び
引
く
こ
と
と
す
る
。
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今

コ
ノ
硝
子
ヲ
製
ス
ル
ニ
灰
塩

ヲ
用
ル
事
ナ
ク
シ
テ
能
ク
熔
鮮
ス
其
方
尤
微
細

ニ
シ
テ
潔
白
ナ
ル
清
浄
ノ
白
砂
ノ
散

一
分
密
陀
僧
或

ハ
丹

一

分
半
ヲ
合
シ
製
ス
又
其
質

ノ
熔
鮮
シ
易
キ
硝
子
ヲ
製
セ

ン
ト
欲
セ
バ
白
砂
及
ヒ
鉛
灰
等
分
ヲ
合
シ
テ
製
ス
ベ
シ
ボ
ル
子
ル

〔嵌
註
〕
人
名
」
ハ

一
分
ノ
砂
二
分

ノ
丹
ヲ
以
テ
製
ス
ル
ノ
方
ヲ
佳
ナ
リ
ト
云

ヘ
リ
今
妥

二
示
ス
所
ノ
法
ハ
皆
鉛
灰
ヲ
用
ヒ
テ
砂
石
ノ
錯
鮮

ヲ
助
ケ
此

二
依
テ
少

モ
灰
塩
ヲ
加

フ
ル
事
ナ
ク
シ
テ
水
晶
硝
子
ヲ
製
ス
ル
ノ
方
ナ
リ

こ
こ
に
は
三
種

の
調
合
が
記
さ
れ
て
お
り
、
第

一
の
調
合
は

】-密
陀
僧
或

ハ
丹
」
と
あ
る
の
で
、
「丹
」
の
方
を
採
り
、
第

二
の
調
合

の
「
鉛

灰
」
は
こ
こ
で
は
丹
と
仮
定
し
、
第
三
の
調
合
は
丹

の
み
が
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
は
丹
と
し
て
、

こ
れ
ら
各
調
合
か
ら
生
成
が
予
測
さ

れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
第
四
十
三
表
・第
四
十
四
表
・第
四
十
五
表
に
示
し
て
お
く
。

な
お
こ
の
引
用
文

の
前
後
に
は
、

こ
れ
ら
の
調
合
に

「
灰

塩
」
即
ち
ア
ル
カ
リ
塩
を
使
用
せ
ぬ
こ
と
が
、

明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
第
三
の
調
合

の
文
中
に
み

ら
れ
る

「
ボ
ル
子
ル
」
と
は
、

カ
ス
テ
レ
イ
ン
の

一
書
に
参
考
書
目
と
し
て
列
記
さ
れ
た
な
か
に
み
ら
れ
る

ρ
霜
゜
噌
α
「⇒
葭
、ロ
O
ξ
日
♂
卑
。

樹

く
Φ
拐
口
o
げ
o

口
巳

Uu
o
日
o
蒔

目

αq
Φ
印

N
ロ
日

日
o
盲
o
印

住
巽

閏
紆
げ
o
ド
ロ
昌
㎝
計

目
①
首
。。
°
嵩

痒

の
著

者

で
は

な

か

ろ

う

か
。

同

じ

く

『
硝

子

製
造

」

の
内

、

「
ヱ

ペ
イ
硝

子

製

造

篇

」

の

一
節

「
清

浄

白

硝

子

ノ
製

法

」
b
鳴
富

ミ
ミ

帖謹

.
ミ

器

西
ミ

q
ミ

§

、

O
ミ
鉾

に

は
以

下

の
記

述

が

み

.讐

局
畿

繍
r

ガ

.

華

」
虻

,

潔白清浄白砂散

丹

論
第四十三表 「硝子製造』

の内,「 カステ レイ ン硝

子製造篇」 による 「水 晶

硝子」の調合 ・組成。

白

鉛

砂

灰

Sio2

PbO

第四十四表 「硝子製造」

の内,「 カステ レイ ン硝

子製造篇」による 「水晶

硝子」(易融)の 調 合

組成。鉛灰 は鉛丹 と仮定

した。

砂

丹

論
第四十五表 『硝子製造」

の内,「 カステ レイ ン硝

子製造篇」所載のボル子

ルの調合お よび生成 が予

測 され るガラスの組成。

件

ら
れ
る
。

今
斯

二
甚

夕
簡
易

ニ
シ
テ
灰
塩
ヲ
用

フ
ル
無
ク
シ
テ
能

ク
透
明
ナ
ル
水
晶
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響

1瀞 白硝子

清浄白砂

丹

1分

1

50.6

49.4
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第四十六表 『硝子製造」

の内,「ヱペイ 硝 子 製造

篇」 に よ る 「清 浄 白硝

子」の調合 ・組 成。

 

の
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

註
(5)(4)(3}(2){1〕(6)(7)

硝
子
ヲ
製
ス
ル
ノ
法
ア
リ
即
チ
甚

タ
清
浄
ナ
ル
細
末

ノ
白
砂

一
分
同
量
ノ
丹

ヲ
加

へ
猛
火

二
焼
テ
流

動
セ
シ
メ
タ
ル
ト
キ

ハ
其
質
美
麗

ニ
シ
テ
前
條

二
挙
タ
ル
硝
子
ヨ
リ
モ
尤
勝
ル

・
事
ア
リ

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
に

つ
い
て
は
、
既
に
九

「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
鉛
丹
ガ
ラ
ス
」
の
口
に

お
い
て
、
そ
の
原
文
に

つ
き
検
討
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
そ
の
訳
文
を
示
す
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
た
。
な
お
こ
の
調
合
で
は
、
鉛
原
料

の
名
称
と
し
て
、

「
鉛
灰
」

の
代
り
に

「
丹
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
調
合
と
上
記

「
カ
ス
テ
レ
イ
ン
硝
子
製
造
篇
」
中

の
第

二
の
調
合
と
は
同
様

の
も

馬
場

貞

由

「
硝

子
製

法

集

説

」
文

化

七
年

、
稿

本

、

巻

之

上

、
九

例

、

一
ウ

ー

ニ

オ
。

静
嘉

堂

文

庫

蔵

。

馬
場

貞

由

、

前
掲

書

、

巻

之

下
、

十

一
オ
。

.馬
場

貞

由

、
前

掲

書

、
巻

之

下

、

十

ウ
ー
-十

一
オ
。

宇

田

川
熔

奄

『
舎

密

開

宗
」

天

保

八
年

刊
、

版

本

、

内

篇

、
巻

十

三
、

十

}
オ

ー
十

一
ウ
。

京

都

府

総
合

資

料

館

蔵

〔
鵠

O
ー
ω
〕
.

「
カ

ス
テ

レ

イ

ン
硝

子

製
造

篇

」

(『硝

子
製

造

」

稿

本

、
第

一
冊
、

旧

春

藪

文
庫

)、

十

ニ

オ

十

ニ
ウ
,

鹿

児

島
大

学

附

属

図

書

館
蔵

〔
玉

里
文

庫

・

一
ト。
O
b。

G
°。
軽)
〕
。

噌

ト゚

国
器
叶巴
¢
旨

"
切
霧
。
げ
2

≦
①
巳

。
魯

妻

①
蒔

①
民

o

唱
冨

「ヨ
四
。
①
三
冨
。
冨

」

○
Φ
8

ロ
o
目
凶ω
睾

o

。
口

2
β
言

弓

評
`
巳

首
Φ

0
9

ヨ
団ρ

一
一。

U
o
。
r

>
日
。゚9
H紆

日
、
嵩

沼

匂
三
巴

国
゜
O
H
°
金

沢
大

学

医
学

図

書

館

蔵
。

「
ヱ
ペ

イ
硝

子
製

造

篇

」

(前
掲

祠。硝

子

製

造

「
第

一
冊
)
、

三
十

ニ

ワ
ー
-三
十

三

オ
,
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玉
里
文
庫
の

十

八

江

戸
時
代

後
期

の
鉛

白
ガ

ラ

ス

「
硝
子
製
造

　
の
内
、
「
ヱ
ペ
イ
硝
子
製
造
篇
」

に
は

「
ト
ウ
パ
ス
黄
色
硝
子
ノ
法
」

二
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
原



コ

料

に
鉛

硝

子
を

使

用

す

る

が

、

後

者

は
左

記

の
如

く

白

垂
と

共

に
唐

土

即

ち

鉛

白

を

用

い
る

や

や
特

殊

な

調

合

で
あ
樹

。

或

ハ
清

浄

白

砂

三
分

白

亜
土
二
分

唐

土

四
分

ヲ
以

テ
混

合

シ
焼

テ
流
動

セ

シ
メ

タ
ル

モ

ノ
此

前

法

二
同

シ

こ

の
部

分

は

イ

ペ
イ

の
書

、
卜
山
o
ぢ
ゲ
ロ
。・
団
匂
o
団
"
Qo
こ
。。冨
ヨ
四
昌
帥
o
プ

=
告

住
ぴ
o
o
犀
畠
①
『
宙
窃
o
ゲ
o
口
毛
o
昌
匹
①
o
印

≦
、Φ
蒔

山
鎚

巳
σq
o

ω
o
ゲ
o
貯

ロ
昌
鎚
o

鋤

の
内

、

「
各

種

着

色

ガ

ラ

ス

」

O
簿

智

ミ

、亀

9

禽

ミ

§

ミ

越

ミ

ミ

§

亀
§

ミ

葺

。゚
°。
°
の
項

の
左

記

の
箇

所

に

相

当

し

て

い

る

。

日
o
団
〉
〉
㎝
O
国
国
ピ

O
H
>
ω
゜
…

…

国
o
ロ

目

8

αq
N
巴

ぐ
自

匹
比
o

飢
8

一〇
ロ

N
巳

く
會

N
き

畠
矯
け頁

o
o

匹
Φ
巴
o
昌

国

ユ
hけ
①
昌

く
凶曾

侮
o
巴
o
昌

b
o
o
ら
ミ

hド

<
o
匡

o
卑

冒

㎝
αq
¢
三

す

o
き

匹
津

8

αq
日
①
「ド

1嬉 静
瀞 白砂$分

白 璽2

唐 土4

Sio2

CaO

PbO

39,6

14,8

45.6

第四十七表 『硝子製造』

の内,「ヱペイ 硝 子 製造

篇」 による 「トウパス黄

色硝子」の調合 ・組 成。

唐土 は鉛 白。

い

ま

こ

こ

に

記

さ

れ

た

調

合

か

ら

生

成

が

予

測

さ

れ

る

ガ

ラ

ス

の

組

成

を

計

算

し

第

四

十

七

表

に

示

し

て

お

く

。

註
ω

「
ヱ

ペ
イ
硝

子
製

造

篇

」

(
「
硝

子
製

造

」

稿

本

、

第

一
冊
、

旧

春

藪
文

庫

)
、

三
十

六

オ
。

鹿

児

島
大

学

附

属
図

書

館

蔵

〔
玉

里
文

庫

・
旨

紹

(
一゚。
蔭
)
〕
。

国

〉
匹
o
与
ゴ
自

囑
裾

質

もっ
二
m8
B
㊤
寓
。゚鼻

口
四
昌
匹
げ
o
o
評
侮
雪

切
霧
o
げ
o
目
毛
雪

α
①
自

♂
く
①
蒔

ら
閏
巴

凶四
①

QQ
島

Φ
詩
旨

匹
ρ

諺
ヨ
黒
9
詩

日
噛
一
◎。O
朗

b。
住
①

∪
①
。
ど

已
巴

N
°
悼
O
°
武

雄

鍋

島
家

蔵

〔
認

1

°。
ω
〕
。

十
九

江

戸
時

代
後

期

の
ア

ル
カ

リ
塩

・
密

陀
僧

ガ

ラ

ス

玉
里
文
庫
の

「
硝
子
製
造
」
の
内
、
「
カ
ス
テ
レ
イ
ン
硝
子
製
造
篇
」
に
は
、

「
ブ
リ
ン
ド
ガ
ラ
ス
」
の
調
合
に
つ
き
左

の
如
く
記
さ
れ
て
い

ωる
。又

白
砂
六
十
分
鉛
灰

(或

ハ
丹
ヲ
用

フ
)
⊥ハ
十
分
清
浄
灰
塩
三
十
分
硝
石
二
分
ヲ
合
シ
テ
焼
タ
ル
モ
ノ
所
謂
ル
フ
リ

ン
ド
ガ
ラ
ス
ト
ナ
ル
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`

噛

ブ リン ド

ガ ラ ス

白 砂 喧o分

鉛 灰60

清浄灰塩30

硝 石2

Sio2

PbO

Na20

K20

%43.3

43.3

12.7

0.7

第四十八表 「硝子製造』

の内,「 カステ レイ ソ硝

子製造篇」 による 「ブ リ

ン ドガラス」 の調合 ・組

成。但 し鉛 灰 はPbO,

清浄灰塩 はNa2CO3と

仮定 した。

こ

の
引

用

文
中

の

「
鉛

灰
」

を

密

陀

僧
、

、
灰

塩

」

を

炭

酸

ナ
ト

リ

ウ

ム
と

仮

定

す

れ

ば

、

こ

の
調
合

よ
り

生

成

が
予

測

さ

れ

る

ガ

ラ

ス

の
組
成

は
第

四

十

八
表

の
如

く

な

る
。

註
ω

「
カ
ス
テ
レ
イ
ン
硝
子
製
造
篇
」

(「
硝
子
製
造
」
稿
本
、
第

一
冊
、

旧
春
藪
文
庫
)

十

ウ
。
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵

〔
玉

里
文
庫

・
富
旨

(一
QG
蔭
)〕
。

二
十

江

戸
時
代

後
期

の

ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛

丹
ガ

ラ

ス

日

監、舎
密
開
宗
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

宇
田
川
楮
椿
奄

の

『
舎
密
開
宗
」
の

「
破
曝
第
百
六
十
二
章
」
に
は
、
　.翰
海
」
所
載

の
ガ
ラ
ス
の
分
類
が
引
用
さ
れ
、

其

↓
「黒
破
喫
」

べ
　

ヶ

ル

コ

イ

フ
ン

ガ

ラ

ス

フ

リ
ン

ト

」-
堤
破

瑠

」
、

其

二

「
別

結

爾

破

環

」
、
其

三

「
羅

乙
旬

瓦

刺

斯
」
、

其

四

「
水

精

破

曝
」
、

其

五

「
弗

舞

多

破

理

」

以

上

五

種
類

の
ガ

ラ

ス
名

が

ー

土
リ
ス
タ
ル
ガ
フ
ス

ー

ヨ　

　

挙

げ

ら

れ

て

い
る

。

こ
れ

ら

の
内

、

其

四

、
其

五

に

つ
い

て
は

左

の
如

く

記

さ

れ

て

い
る

。

フ

リ

ン

ト

○
其
四
、水
精
破
曝
ト
云
珪
土
。
精
製
亜
爾
加
里
。
鉛
丹
ヲ
燥
火
ス
○
其
五
ハ弗
舞
多
破
黎
卜
云
前
種
ノ
如
シ
但
重
寸
異
ナ
リ

〔割
註
〕
備
要
一一云

キ
リ
ス
タ
み
ガ
ラ
ス

弗
舞
多
破
瑠

ハ
常
.
破
喫

二鉛
丹

ヲ
和

シ
デ
再
ビ
櫟

ス
者

ナ
リ
里
-
遠
-
鏡
ノ
受
i
象
-
珠

二
用

テ
善

ク
光
+ム
ヲ
折

ル
○
此

二
種
共

二
鉛
破
黎

卜
稻

ス

本
邦

ノ
製
此

サ

キ

タ
マ

ニ
近

シ
」

ヲ

ク

タ

ヒ

ウ

ス

セ

ギ
ュ

ル

な
お

「
翰
海
」
は

「
阿
屈
苔
比
烏
斯

.
振
牛
圷
氏
撰
、
千
八
百
十
七
年
刻
」

の

「
舎
密
翰
海
」

の
こ
と
で
あ
り
、

割
注
に
み
ら
れ
る

「
備

個

要
」
は

「
布
廉
吉
述
、
千
八
百
三
年
刻
」
の

「
舎
密
備
要
」

の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
原
名
は
未
詳
で
あ
る
。

同
じ
く

「
舎
密
開
宗
」
の
内
篇
巻
九
の
巻
尾
に
は
、
附
録
と
し
て

「
破
潔
品
類
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
種
々
の
色
ガ
ラ
ス
の
調
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1

斯

一分

5

存

リ

ロ

ロ

來

1・
'

2

1

0

a

瞥
理

砂

里

砂

加

破

白

彌

蓬

製

一
鉛

情

精

枯

鉛 破 環

Sio2

B203

61,5

・10 .6
　N

・・0【22・7

第 四 十 九表 『舎 密 開宗 」

に よる 「斯 多 刺 斯」 の調

合 お よ び「鉛 破 】黎」,珪 素

・棚 素 ・ナ トリウ ム の各

酸 化 物 の 百分 比 。 「精 製

亜 爾 加 里」 はNa2CO8,

「枯 蓬 砂」 は無 水 醐 砂 と

仮 定 した。

 

造
篇
」
中
に
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
検
討
を
加
え
た
い
。

化
物

の
百
分
比
を
第
四
十
九
表
に
示
し
て
お
く
。

口

噛、硝
子
製
造
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

玉
里
文
庫

の

「
硝
子
製
造
」
の
内
、

「
カ
ス
テ
レ
イ
ン
硝
子
製
造
篇
」

に
は
ア
ル
カ
リ
塩
、

鉛
丹
な
ど
を
原
料
と
す
る
各
種
ガ
ラ
ス
の
調
合

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
圓

「
プ
リ
ン
ド
ガ
ラ
ス
」
の

一
調
合
に

っ
い
て
は
、
十
九

「江
戸
時
代
後
期
の
ア

ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧
ガ

囹

ラ
ス
」
に
お
い
て
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
鉛
丹
を
用
い
る
場
合

の
例
と
し
て
他

の
調
合
と
併
せ
再
度
引
用
す
る
。

又
白
砂
六
十
分
鉛
灰

(或

ハ
丹
ヲ
用

フ
)

六
十
分
清
浄
灰
塩
三
十
分
硝
石
二
分

ヲ
合

シ
テ
焼
タ
ル
モ
ノ
所
謂
ル
フ
リ

ン
ド
ガ
ラ
ス
ト
ナ
ル
又

方
此

二
清
浄
ノ
燧
石
五
十
分
丹
十
五
分
及
硝
石
八
分
ヲ
用
ヒ
テ
製

ス
ル
ノ
法
ア
リ

い
ま
清
浄
灰
塩
を
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
仮
定
し
、
上
記

二
つ
の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
計

算
し
て
第
五
十
表

・
第

五
十

]
表
に
こ
れ
を
示
す
。

伊

次

に
㈲

「
水
晶
硝
子
」
即
ち
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
に
関
し
て
同
篇
に
は
、

れ

も

原

料

の
名

称

を

示

す

に
と

ど

ま

り
、

混
合

比
ま

で
は

記

さ

れ

て

い
な

い
。

ま

た

、

十

六

「
江

戸
時

代

後
期

の
密

陀

僧

ガ

ラ

ス
」

で
言

及

し

た
、

同

書

、

一-
鉛

及

酸
化

第

二
百

十

五
章

」

に

み

ら

れ

る

一-鉛

破
黎

L

(
11
・密

陀

僧

)

は

、

こ

の

「
ス
ト

ラ
ー

ス
」

の
調

合

に
必

要

な

「
鉛

破

理

」

と

は

別

物

と
考

え

ら

れ

る

。

「
ス
ト

ラ
ー

ス
」

の
調

合

は

、

「
ロ
ー

ド
ガ

ラ

ス
」

即

ち

「、鉛

硝

子
」

の
調

合

と

共

に
、
次

に

述

べ

る

「
カ

ス
テ

レ

イ

ン
硝

子

製

置
舎

密

開

宗

」

に
よ

る

「
ス
ト

ラ

ー

ス
」

の
調
合

お

よ
び

鉛

破

禦

.
各

酸

13-・



1水 踊 子

砂

丹

灰塩或ハ海

草塩

2分

1

1

Sio2

PbO

Na20

%56.2

27.4

16.4

第五十二表 「硝子製造」の

内,「 カステ レイ ン硝子

製造篇」によ る 「水晶硝

子」の調合 ・組成。「灰塩

或 ハ海草塩」 はNaCO3

と仮定 した。

[
プ リン ドガラ ス

(又 法)

瀞 ノ燧石50分

丹115

硝 石

Sio2

PbO

K20

第 五 十 一表

の 内,

子 製 造篇 」 に よる 「ブ リ

ン ドガ ラ ス」(又 方)の 調

合 ・組 成 。

8

「73「 移'

21.4

5.4[

『硝 子製造』

「カステ レイ ン硝

フIJン ド

1ガ ラ ス

白 砂

鉛 灰或ハ丹

清 浄 灰 塩

硝 石

Sio2

PbO

Na20

K20

60分

60

30

2

%43.8

42.8

12.8

0.7

第五 十表7硝 子製造』の

内,「カステ レイン硝子 製

造篇 」による 「ブ リン ド

ガラス」の調合 ・組成。

「鉛灰或ハ丹」はPb304,

清浄灰塩 はNa2CO3と

仮定 した。

只
プ

ロ
イ

ン
ス

テ
ー

ン
ノ

ミ

一
分

ヲ
用

ヒ
能

ク
合

シ

テ
以

テ
熔

鮮

シ

テ
白

硝

子

ヲ
製

ス
又
此

ヲ
製

ス

ル

ニ
當

テ
前
條

説

力
如

ク

所

謂

シ
ケ

リ

ッ
ケ

ン

ヲ
施

ス
事

〔
割
註
〕
備
後
砂

ノ
類
」

ヲ
能

ク
研

磨

シ

タ
ル

モ

ノ
九
分

灰

塩

ノ
清

浄

ナ

ル

モ

ノ

ニ
分

ケ

レ
ー

ト

〔
嵌
註
〕
白
垂
」

一
分

プ

ロ
イ

ン

ス
テ

ー

ン
及

磐

石

各

半

分
或

ハ

乃
チ
其
配
分
ノ
良
法

ハ
燧
石
ノ
清
浄

二
焼
タ
ル
モ
ノ
或

ハ
キ
ー
ス
ル
サ
Z
ド

に
こ
れ
ら
の
ガ
ラ
ス
の
調
合
を

順
次
示
す
こ
と
と
す
る
。

⑱

の
調
合
は
、

ま

ず

価

一,白

硝

子
」

石
模
造
の
二
次
原
料

・
三
次
原
料
と
な
る
ガ
ラ
ス
の
名
が
見
出
さ
れ
る
。
以
下

り

、

そ

の
中

に
は

「
白
硝

子
」
、

「
ロ
ー

ド

ガ

ラ

ス
」
、
「
ス

タ

ラ
ー

ツ
」

な

ど
貴

の
で
、
完
全

に
無
色
に
し
た
い
場
合
に
は
鉛
丹
を
加
え
る
と
よ
い
と
い
う
。

こ
の
篇
の
末
尾
に
近
く

「種

々
ノ
貴
石
ヲ
贋
造
」
す
る
法
が
述
べ
ら
れ
て
お

れ
て
い
る
。
な
お
第
二
の
調
合
で
は
生
成
し
た
ガ
ラ
ス
が
少
し
緑
色
を
帯
び
る

(
但

し

「
燧

石

二
分

清

浄

灰

塩

二
分

ノ
ミ
」
)
、

そ

の
他

二
、

の
調
合
が
記
さ

モ
ノ
其
質
美
麗
ナ
リ

な
る
調
合

(第
五
十
二
表
参
照
)
と

、

「
シ

ケ

ツ

フ
ル
」

な

る

人

に
よ

る

調

合

即
其
配
合

ノ
量
砂

二
分
丹

一
分
灰
塩
或

ハ
海
草
塩

一
分
ヲ
加

ヘ
テ
製
シ
タ
ル

又
別

二
鉛
気
ト
灰
塩
等
ヲ
加

ヘ
テ
美
麗
ナ
ル
水
晶
硝
子
ヲ
製
ス
ル
ノ
方
ア
リ

一14一



」

ウ
ス

ヲ
怠
ル
事
勿
レ
此
ヲ
施
ス
ニ
稀
ク
熔
鮮

シ
タ
ル
ヲ
鉄
匙
ヲ
以
テ
抄
ヒ
取
リ
冷
水

二
投
ス
ル
ト
キ

ハ
其
中

ニ
テ
硝
子
悉

ク
破
辞
シ
其

レ
ニ
含
ム

ア
ク

所

ノ
灰

ヲ
洗

浄

シ
出

ス

ニ
因

テ
不

清

ノ

モ

ノ
悉

ク
散

シ
又

其

中

ノ
塩

気

ヲ
析

ス
事

ヲ
得

ル

と

記

さ

れ

、
㈹

「
ロ
ー

ド
ガ

ラ

ス
」

の
調
合

は
、

「
ス

マ
ル

ア

フ
ト
緑

色

硝

子

ノ
方

」

の

二
次

原
料

で
あ

ろ

「,
ロ
ー

ド

ガ

ラ

ス
]

に
対

す

る

註

圃

記

の
形

で
、

以

下

の
よ

う

に

記

さ

れ

て

い

る
。

な

お

「
ス

マ
ル

ア

フ
ト
」

と

ば

ω
日
胃

品

匹

即

ち

エ
メ

ラ

ル

ド

の
こ

と

で
あ

る

。

ロ
ー

ド

ガ

ラ

ス

(
註

此

ロ
ー

ド

カ

ラ

ス

ハ
水
飛

シ

タ

ル
白

硝

子

十

分

丹

八
分

ヲ
取

テ
増

二
入

レ
五
時

ノ
問

熔

鮮

シ
以

テ

グ
キ

リ

ッ
グ
ゾ

ス

ル

ト

キ

ニ
ハ
此

ノ
過

多

ナ

ル
所

ノ
鉛
気

本

ノ
金

質

二
復

ス
次

二
其

ノ
清

浄

ナ

ル

モ

ノ

ヲ

取

テ
再

ヒ
焼

ク
事

五
時

ニ
シ

テ
終

二
此
硝

子

ヲ
抄

ヒ
取

ル

ベ

シ
)

価

こ

こ

に

い
う

一,
シ
ケ

リ

ッ
ケ

ン
」

「
シ
キ

リ

ッ
ケ

ン
」

と

は

・゚
。
穿

岸
犀
。
ロ
に

て

、

「
ヲ
ド

ロ
カ

ス

ノ
義

」

を

有

し
、

熔

融

し

た

ガ

ラ

ス
を

冷

水

中

に
投

入
す

る

操

作

を

い

い
、

こ
れ

に

よ
り

ガ

ラ

ス
は

破

砕

し

、

ガ

ラ

ス
中

に
含

ま

れ

る

不
純

物

(
遊

離

の

ア

ル

カ
リ

塩

・

鉛
な

ど
)

は

除

去

⑳

さ

れ

る
。

次

に
㈲

「
ス

タ

ラ
ー

ツ
」

の
調

合

に

つ
い

て
は

以

下

の
如

く

記
さ

れ

て

い
る

。

即

チ

其

法

爪
.窺

子
最

上

清

浄

ノ

白

砂

二
分

清

浄

ノ
固

灰

塩

一
分

ヲ
合

シ
焼

テ
硝

子

ト

ナ

シ
次

二
其

中

二
焼

タ

ル
棚

砂

半

分

及

ヒ

鉛

硝

子

六

分

ノ

一
ヲ

混

同

シ
尚

五
時

ノ
間
焼

キ
堆

ヨ
リ

取
出

ス

ヘ
シ

○
此

硝

子

ヲ
硝

子

工
等

ス

タ

ラ
ー

ツ

ノ
名

ヲ

附

ス
是

ハ
ス

タ

ラ
ー

ツ
ビ

ュ
ル
列

地
名

二
住

シ
タ

ル

ピ
ー

レ

ナ

ル
者

貴

玉

ヲ
贋

造

シ
テ
世

業

ト

ナ

シ

タ

ル
者

ノ
此

方

ヲ
創

テ
製

シ
出

セ

シ

ニ
依

テ
其

名

ヲ
名

ケ

シ
ナ

リ

さ

て

「
白

硝

子
」

は

そ

の
調

合

よ

り

明

ら

か

な
如

く

、

全

く

鉛

を

含
有

せ

ぬ

ガ

ラ

ス

で
あ

る

が
、

鉛

丹

と
共

に

「
ロ
ー

ド
ガ

ラ

ス
」

即

ち

「
鉛
硝

子
」

の
原

料

と

し

て
用

い
ら

れ

、

「
ロ
ー

ド
ガ

ラ

ス
」

は

更

に

二
、

三

の
原
料

と
共

に

「
ス
タ

ラ

ー

ッ
」
の
原
料

と

し

て
利

用
さ

れ

る

。

即

ち

「
ス
タ

ラ

ー

ツ
」

の
製

造

に
は

直

接

鉛

丹
を

用

い
る

の
で

は

な
く

、

鉛

丹

を

用

い

て
製

し

た

「
鉛

硝

子
」

を

用

い

て

い
る
。

か

か

る
点

よ

マ

ニ

セ

ル

り

「
ス
タ

ラ
ー

ッ
」

は

ア

ル

カ
リ

塩

・
鉛
丹

ガ

ラ

ス

の
名

に
値

し

な

い

で
あ

ろ

う

が

、

「
瑞

尼
振

爾

鮮

破

環

」

ぎ

け
ミ

§

蹄
ミ

的
ミ
戚
尉
ミ
・゚

と

一15一



子硝白

分
9

3

1

幡

価

ツ

分

一ラ

一
%

2

1

0

タス

ド

塩

ト

ン

石

ン

「

サ

一

テ

レ

ス

,.

ン

ス

レ

イ

[

ロ

キ

灰

ケ

ブ

暴

ゐ

%

子

砂

塩

砂

白

灰

清上

浄

一
硝

浄

固

棚

詰

鉛

最

清

焼

一
軌

口

「
硝
子
調
合
論

「
破
喫
精
工
全
書
」

調
合
論
」
(仮
題
)
は
、

精
工
全
書
」

の
要
約
、

れ
た
料
紙
二
十
三
丁
が

」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

と
共
に
辰
澤
速
夫
氏
等
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

の
島
津
家
文
書

の
内
に
、

そ
の
存
在
を
確
認
さ
れ
た

「
硝
子

囮

高
知
市
の
今
井
雄
久
馬
氏
所
蔵
本
を
藍
本
と
し
て
同
編
纂
所
に
お
い
て
筆
写
さ
れ
た
も

の
で
、

そ
の
内
容
は

　
破
環

著
者
不
明
の

「
人
工
寳
石
説
」

の
要
約
、

そ
の
他
雑
記
録
よ
り
な
り
、

」,公
爵
島
津
家
編
輯
所
」
と
柱

の
下
方
に
刷
ら

用
い
ら
れ
て
い
ろ
。
な
お
前
二
者
に
掲
載
さ
れ
て
い
ろ
各
種
ガ
ラ
ス
の
調
合
は
横
に
ガ
ラ
ス
名
称
、
縦
に
原
料
名
を
記

鉛 硝 子

Sio2

B203

5.1

61.5

10.6

N・ ・°1

,22・7

As205

Sio2

B203

CaO

MnO

PbO

Na20

0.1%

63.6

10.6

欝

識

%4
.7

73.1

4.6

3.3

14.3
尋

1
⊥

-
⊥

04

1

0

0

り
自

nj2

第五十五表 『硝子製造」

の内,「 カステ レイ ン硝

子製造篇」 による 「スタ

ラー ッ」 の調 合 お よ び

「鉛硝子」 と各酸化物 と

の百分 比,な らび に 組

成。「鉛硝子」 の組 成は

第五十四表 による。

第五 十三 表 「硝 子 製 造 』 の 内,

「カス テ レイ ン 硝 子 製造 篇 」

に よ る 「白硝 子 」 の調 合 ・組

成 。 キー スル サ ン ドはSio2,

灰 塩 はNa2CO3,ケ レー トは

CaCO3,プ ロ イ ン ス デ ー ン

はMnO2,界 石 はAs406と

仮 定 した。

「・一 ドガ ラス

白 硝 子

丹

白 硝 子

た 十 ツ お つ 共PbO
°=Lた に

既
論

』・
凶

S

C

M

P

N

時

の
著

名

な
宝

石

で
、

一
応

記

し

て

硝

子
」

「
ロ
ー

ド

つ
い
て

の
調

合

・

・
第

五

十

四
表

・

蓑 に 召 の 当As・ °・

10分

至_.

56.1%

43.9

%2.6

41.0

2.6

1.9

43.9

8.0

第 組 ガ お 模 第五十四表r硝 子製造」
五 成 ラ く 造 の内,「 カステ レィ ン硝

麺1羅 謹羅 壽
に れ 夕 た ス 比・ ならびに組成。 白硝

示 第 ラ ゜ で 子 の組成は第五十三 表に

し 五1な あ よろ。

一16一
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個

し

た
表

に
纒

め

ら
れ

て

い
る

。

「
破

瑠

精

工
全

書

」

所

載

の
調
合

に

は

鉛
丹

を

用

い
る

も

の
は

な

い
が

、

「
人

工
寳

石

説

」

所

載

の
調
合

に

は
、

全

十

七

種

の
う

ち

鉛

丹

を

使

用

し

な

い
調
合

は
第

四

の
も

の

一
っ
に
過

ぎ

な

い
。

い
ま
残

り

の
調
合

十

六
種

と

、

各

調

合

よ

り
生

成

が
予

測

さ

れ

る

ガ

ラ

ス

の
組

成

と

を

、

第

五

十

六
表

に

示
す

。

各

調
合

に

つ
い

て

の
簡

単

な

解

説
中

に

は
第

八

・
第

十

・
第

十

二

・
第

十

三

.
第

十

六

の

場

合

、

着

色

剤

の
種

類

を

変

更

し

、

ま

た

そ

の
量

を

増

減

し

て
可

な

る

こ
と

が

記
さ

れ

て

い
る
。

し

か
し

そ

の

一
々
に

つ
い
て
組

成

計

算

を

試

み

る

こ

と

は
煩

雑

で
あ

り

、

小

論

の
意

図

す

る

と

こ

ろ

か
ら

も

外

れ

ろ

の

で
、

こ

こ
で

は
略

す

る
。

組

成

計

算

に

際

し

て

「
白

焼

獣

骨

」

は
骨

　
む

ロ

ロ

ロ

灰

切
o
ロ
①

霧
F

「
線

状

蒼

白

マ
ン
ガ

ー

ン
鑛

」

は

「
プ

ロ
イ

ン
ス

テ
イ

ン

申

三
霧

け8

昌

「
臨
皿
酸
銀

」

は
塩

化

銀

と

仮

定

し

、

「
炭

酸

コ

ロ
ミ

ュ

圃

ー

ム
」

は
、

「
二
価

お

よ

び

三
価

ク

ロ
ム

の
化
合

物

が
知

ら

れ

て

い
る

が

、

い
ず

れ

も

明

確

な

も

の
と

は

い

い

が
た

い
」
と

の
こ

と

で
あ

る

が

、

一
応

O
「O
O
°・

と

し
、

「
炭

酸

ユ
ラ

ニ

ュ
ー

ム
」

は

こ
れ

を

仮

り

に
炭

酸

ウ

ラ

ニ
ル

ロ
屋
昌

一

。
⇔
『げ
o
昌
導
ρ

d
O
b。
O
O
°。
と

見

倣

す

こ
と

と

し

た

。

尤

も

炭

酸

ウ

ラ

ニ
ル
は

天
然

に

ル

サ

ホ

ー
ジ

ン

菊
ロ
チ

Φ
臥
自

島
口
。
と

し

て
産

す

る

の
み

で
、

人

工
的

に

は

い
ま

だ

に
合

成

さ

れ

て

い
な

い

と
い
㌔

な
お
第
五
+
六
表

の
上
欄
に
み
ら
れ
る
仮
名
書
き

の
名
称
に
つ
き
簡
単
に
注
記
し
て
お
～

篁

の

「
シ
カ
ラ
ー
ド
ル
氏
」
に
つ
い

て

は
ま

だ

明

ら

か

に
な

し
得

て

い
な

い
。

「
居

恒

ノ
方

」

は

「
居
常

ノ
方
」

即

ち
普

通

の
方

法

。

第

三

の

「
ス
タ

ラ

ス
」
は

的
壁
§

恥
、

「
舎

密

開

宗

」

所

載

の

「
斯

多

刺
斯

」
、

「
カ

ス

テ

レ
イ

ン
硝

子

製
造

篇

」

所

載

の
囹

「
ス
タ

ラ
ー

ツ
」

に
相

当

す

る

も

の
で
あ

る
。

第

七

の

「
ス

マ
ラ
グ

ト
」

は

ω
日
胃

O
σQ
告

即

ち

エ
メ
ラ

ル
ド

、

第

十

、
第

十

六

の

「
キ

リ

ソ

リ

ッ
ト
」

は

O
げ
昌

ω〇
一坤

即

ち

撒
檀

石
。

第

十

二

の

「
ベ

レ

イ

ル
」

は

ゆ
曾
ご
一
即

ち

緑

柱

石

、

「
ア

ク

ワ
ー

マ
リ

ン
」

は

〉
ρ
爵

目
巴
昌
ロ
。

第

十

三

の

「
ガ

ラ

ナ

ー

ト
」

は

O
鑓
昆

導

即

ち

柘

榴

石

。

第

十

四

の

「
チ

ュ
ル

マ
リ

ン
」

は

弓
葺

ヨ
巴
博冒

即

ち

電
気

石

。
第

十

七

の

」ー
ラ

シ

ュ
ー

ル

ス
テ
ー

ン
」

は

日
窩

巨

閉
冨
。
口

即

ち

瑠

璃

ピ
弓

宏

一雷

E
一

で
あ

る

。
「
硝

子

調
合

論

」

に
は

、

「
人

工
寳

石
説

」

に
続

い

て
、

「
弗

留

葛

見

骨

多

吉

布

爾

」

「
聴

酸

銀

」

「
金

膠
」
の
製

法

・
精

製

法

が
記

さ

れ

(
同

書

、

十

六

ウ
ー

十

七
オ

)
、

次

に
見

開

き

で

ガ

ラ

ス
窯

の
図

が

あ

り

(
同
書

、

十

七

ウ

十

八

オ
)
、
半

丁

の
空

白

(
同

書

、

十

八

ウ
)

を

お

い

17一



第

五
十
七
表

『、硝
子
調
合
論
」

の
内
、
「
鹿
府
経
験
法
」
に
よ
る
各

種
ガ

ラ
ス
の
調
合
。

1堅

又

:硬
」

 

ヒ

ー

ル

レ
L

ス

ト

ラ
ー

ス

百 キ

ニ1

十 セ

分 ル

 

石

末

百

十

晒

ホ
ッ
ト
ア

ス

四

十

六

分

曹

達

八

十

晒

硝

石

マ

ン

カ

ン

白

批

七

分

八

分

ノ

一

六

分

㌔
ハ鉱
ノコニ諒

諜

八 石

必 灰

二 石

分 末

一 曹

分 達

半 瑚

分 砂

鉛
硝
子
末

一
分

ノ
六
分

一

て
三
種
の
ガ
ラ
ス
調
合
を
記
し
た
表
が
あ
り
、
そ
の
直
後
に

「
右
鹿
府
経
験
法
」

と
記
さ
れ
て
い
る

(同
書
、
十
九
オ
)
。

し
た
が

っ
て
少
な

く
と
も
以
上
三
種
の
ガ
ラ
ス
の
調
合

(第
五
十
七
表
参
照
)
は
鹿
府

(鹿
児
島
)
に
お
け
る
経
験
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
内
多

少
と
も
鉛
成
分
を
含
む

〔「
ヒ
ー
ル
レ
」

ス
ト
ラ
ー
ス
〕

の
調
合
は
、
「
舎
密
開
宗
」
所
載
の

「
斯
多
刺
斯
」
の
調
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

側

「
舎
密
局
必
携
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

圃

「
舎
密
局
必
携
」
は
上
野
彦
彦
馬
が
ジ
ラ
ル
ダ
ン

ト
O
マ
胃
臼
昌
な
ど
の
理
化
学
書
九
冊
を
参
考
と
し
て
著
わ
し
た

化
学
入
門
書
で
、
文
久

メ
ト
げ
ラ
ヒ
　

二
年

(
一
八
六
二
)
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
書
は

「
撮
影
術
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。

同
書
、

一,無
機

ン

リ

シ
ユ

ム

性
舎
密
篇
非
金
属
部
L

の

「
悉
里
隻
母
第
二
十
五
章
」
に
は
各
種
の
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
鉛
成
分
を
含
む
ガ
ラ
ス

㈲

に

つ
い
て
は

「尋
常
破
璃
」
「水
精
破
璃
成
分
」
「
弗
舞
多
破
璃
」

の
各
条
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

隅

欝

「…

(中
略
)
…

°6

芒
硝
雀

土
ノ
和
物

三

少
許
ノ
酸
化
鉛

〔割
註
〕
「
。
ー

ク
リ
・
ト
」
鉛
丹
或
ハ
鉛
粉
ヲ
用
ユ
L

ヲ
加
ル
寸

キ
リ
ス
ク
ル
ガ
ラ
ス

ハ
、

所
レ
謂

水
精

破

璃

ト

ナ

ル
、

且

ッ
酸

化

鉛

ノ
多

キ

ニ
随

ヒ
、

熔

化
流

動

ヲ
促

ス
事

随

テ
速

カ

ナ
リ

…

…

(後
略
)
…

…

18



`

(
中
略
)

齎

]圏

團

各
剤
極
メ
テ
精
製
ヲ
要

。
白
砂
百
廿
斤

鉛゚
丹
五
+
斤
。蝦
過
剥
篤
亜
斯
四
+
斤
・消
石
二
+
斤
・露

準

亜
三
響

劉

オ
ン

ス

。
此

内

砒

一
二
穏
斯

ヲ
加

ル
寸

ハ
、

熔

解

ヲ
進

ム
…

…

(後
略
)

…
…

}騨

}
水
精
叢

二
酸
化
鉛

〔割
註
〕
鉛
丹
ヲ

和
シ
・
再
ビ
燥
化
シ
タ
ル
者
・

上
記

の
調
合
の
う
ち
、
原
料

の
混
合
比
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は

「
水
精
破
璃
」

の
み
で
、

今
こ
れ
に
つ
き
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組

成
を
計
算
す
る
と
第
五
十
八
表
に
示
す
如
く
な
る
。
但
し

「麻
嘱
浬
失
亜
」
は
マ
グ
ネ
シ
ア

・
ニ
グ
ラ

ヨ
pσQ昌
霧
冨

巳
鴨
p、
却
ち
二
酸
化

マ

　

ゆ

伽

2

(第
五
十
九
表
参
照
)
。

尤
も
上
記
の
調
合
に

ン
ガ
ン
と
仮
定
し
、
衡
量
単
位
は

僧、舎
密
局
必
携
」
所
載

の

「
小
量
衡
」
「
大
量
衡
」
に
拠

っ
た

用
い
ら
れ
て
い
ろ
単
位

「
斤
」
は
、
馬
場
貞
由
が

「
硝
子
製
法
集
説
」

に
お
い
て
ポ
ン
ド
を
表
わ
す
た
め
に

「働
」
(き
ん
)

を
使
用
し
た
と

同
じ
魎

や
は
り
ポ
ン
ド
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
し
た
・

儘

院

俵
L

濯
屠

必
携
」
医

僑
量
遷

ー
1

=

l

-

な
お

薇

苦
穿

葺

゜
な
る
単
位
は
オ
一フ
ン
ダ
固
有
の

.
小
轟

蕪

謎

朽
藥

立
百

衡

「

も

の
で
、

正

し
く

は

一
五

・
四

三
グ

レ
ー

ン
ま

た

は

○

・
九

響

ー

騨
灘
㎜
瀞

旧
.

4
,

白 砂

鉛 丹

蝦過剥篤亜斯

消 石

砒

麻偲浬失亜

齢
論

鵬
第五十八表 「舎密局必携」

所載 の 「水精攻ヨ黎」の調

合 ・組成。砒 は白砒As

O6,麻 佃浬失亜ぽMnO

と仮定 した。

ガ

ラ
ン
マ

ウ
イ

ク
チ
イ

瓦
蘭
麻
(
浬
姪
爾
蘭
土
ノ

微
古
窒)

一
瓦
蘭
麻

デ

シ

一

デ

ガ

ラ
・
マ

〒
ド姪支瓦蘭麻11瓦蘭麻ノ十分一蛭瓦蘭麻(羅猫)

11
十

瓦

蘭

麻

1

一

ー

セ

ン

チ
生
窒
瓦
蘭
麻H

向
百分

一

へ

r

ト

オ

ン

ス

漱
多
瓦
蘭
麻
(穏

斯)

11
百
瓦蘭

麻

画

ξ

レ

リ

密
而
里
瓦
蘭
麻
11

同
千
分
一

」
」

キ

ロ
幾
魯
瓦
蘭
麻
(湿

畳
亦封

度)

財
千
瓦蘭

麻

一

し

り

一

一

箪
瓦
蘭
麻

⊥禺

瓦
蘭
麻1
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囲

九
九
八
五
瓦
に
相
当
す
る
と
い
う
。

註
(5}(生)(3)12)(1}(1斗){13)q動 〔ll)(1①(9〕 〔8}(7)(6)

宇

田
川
樒
苓

『舎

密
開
宗
」
天
保

八
年
刊
、
版
本
、
内
篇
、
巻
九
、

一
オ
ー

一
ウ
。
京
都
府
総
合
資
料
館
蔵

〔器
0
1
呂
。

宇

田
川
椿
庵
、
前
掲
書
、
内
篇
、
巻

九
、

一
ウ
ー
ニ
オ
。

宇

田
川
椿

捲
、
前
掲
書
、
内
篇
、
巻

一
、
序
例

七
オ
。

宇

田
川
椿
奄
、
前
掲
書
、
内
篇
、
巻
九
、
十

八
オ
。

誤
ユ
。
一号

話

寄

。
≦

ω
二
・゚冨
ヨ
俘
け一ω
9

匡
碧

与

。
。
犀

匹
角

しd
霧
。げ
。
量

①
巳

。
窪

毛
①
「臣

島
島
究

ω
。
冨

凶巨

巳

p

誤
日
旨

匡
き

u
H。。
09

臣

①
穿

。
ど

三
巴
ド

培

武゚
雄
鍋
島
家
蔵

〔
お
ー
coω
〕
。

「
カ
ス
テ
レ
イ

ン
硝
子
製
造
篇
」

(『
硝
子
製
造
」
稿
本
、
第

一
冊
、

旧
春
藪
文
庫
)
、
十

ウ
。
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵

F
玉
里
文
庫

・
旨
露

ρ
。。
ら
)〕

前
掲

「
カ

ス
テ
レ
イ

ン
硝

子
製
造
篇
」
、
十

ニ
ウ
.

前
掲

「
カ

ス
テ
レ
イ
ン
硝
子
製
造
篇
」
、
十

一
オ
ー
十

一
ウ
。

前
掲

「
カ

ス
テ
レ
イ
ン
硝
子
製
造
篇
」
、

二
十
ニ
オ
ー

二
十

ニ
ウ
。

前
掲

「
カ

ス
テ
レ
イ
ン
硝
子
製
造
篇
」
、
九

ウ
。

前
掲

「,カ

ス
テ
レ
イ
ン
硝

子
製
造
嘘置

、
二
十

四
オ

i
二
十
四

ウ
。

口
硝
子
調
合
論

凶
(仮
題
)
、
写
木
、
巻
末
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

〔
島
津
家
文
書

・
一
般
関
係
資
料

・
=
:
鵠

。゚冒

前
掲

　、硝
子
調
合
論

　、

一
オ
ー

三
オ

(本
文

)。
お
よ
び
十

ウ
ー
十

一
ウ

(本
文
)
。

「
線
状
蒼
白

マ
ン
ガ
ー

ン
鑛
」
は
そ
の
名
称
か
ら
線
状
で
あ
ろ

こ
と
、
蒼
白

で
あ
ろ

こ
と
、

一、
ン
ガ

ン
の
鉱
石
で
あ
ろ
こ
と
か
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら

プ

ロ

イ
ン

ス
デ

イ
ン

の
特

質

は
、

『
舎

密

開

宗
」

巻

十

四

「
酸

化

浦

俺
第

二

百

五
十

章

」

所

載

の

「
蒲

呂
印

斯

的

印

」
昏
ミ

営
畏
穐
§

に
関

す

る
溶

奄

の
註

記

「
形
状

色
質

生

安

質

没

尼

二
似

テ
重

ク
其

髄

全

ク
束

針

状

ヲ
爲

シ
…

…

(中

略

)

…

…
水

ニ
テ
溌

ヘ
バ
黒
粉

去

チ
鉛

光

ノ
束

針
甚

タ
鮮

美

ナ

リ
」

(宇

田
川

熔

崔

、
前

掲

書

、

内

篇

、
巻

十

四
、

十

八

オ

。
巻

十

五
、

二

十

一
ウ

の
図
参

照

)

と

よ

く

一
致

し

て

い
ろ
,

固
.
日
o
口

しコ
コ

σq
σq
o
ロ
8

冨

"
国
ロ
㈹
Φ
尻
o
げ

≦

o
o
H臨
自

σ
o
巾
ガ

日
毛
o
巴

の

U
Φ
。
r

>
。
窪
葺
3

<
角

σ
。
冨
乙

。

①
口

く
臼
日
Φ
冑
価
o
巳

o

d
h茜

碧

ρ

自
器

中

三

薗
時

゜
日
O
悼
゜
に
よ

れ

ば

卑

三
富

冨

自

は

崔

貰

αq
国
三

訂

即

ち

水

マ
ン
ガ

ン
鉱

冒
房

O
°。
・
=
隠
O

と

い

い
、
ま

た

田
中

実
校

註

「
舎

密

開

宗

』

(
講

談
社

、

昭

和

五
十

年

)

の

「
プ

ロ
イ

ン

ス
テ

イ

ン

=

ら

い

て

の
註

で
は

「
軟

マ
ソ
ガ

ン
鉱

」

即

ち

℃
旨

o
ゴ
ψ
凶一ρ

竃

ロ
O
団

と

し

て

い
ろ

(同
書

、

三

六

五
頁

)。

尤

も

水

一、
ン
ガ

ン
鉱

は

「
純

粋

の
も

の
ば

少

く
、

軟

岬、
ン

一20一
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カ
ン
鉱

に
移
化
す
る
」

(井
上
敏

・
小
谷
正
雄

・
玉
量
文

一
・
富

山
小
太
郎

編

　、岩
波
理
化
學
僻
典
」
岩
波
書
店
、

一
九
五

二
年
、
六

ル
八
頁

〕
と
い
う

か
ら
、

こ
こ
で
は

「
プ

ロ
イ
ン
ス
テ
ー

ン
」
を
軟

マ
ン
ガ

ン
鉱

の
組
成
を
有
す
る
も

の
と
仮
定
し

て
お
く
.

前
掲

「硝
子
調
合
論
」
十

七
オ
に

「
監
酸
銀
」

の
製
法
と
し
て

「
猛
烈
水

二
銀

ヲ
溶

シ
食
盛

ヲ
加

フ
」

と
記
さ
21
て
お
り
、

ま
た

　、坂
曝

精
工
全
書

一

の
内
、

「
金
剛
硝
子
製
造
法
」
十

オ
(本
文
)
に
、
〔
猛
烈
水

ノ
製
法

「
ス
テ
レ
キ

ワ
;
ト
ル
」
〕

と
し
!
、、

胆
暮

百
九
十

二
文

目
と
硝
石
九
十

一ハ
文

目
ガ

原
料

と
し

て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ

よ
り
猛
烈
水
が

黒
Φ
降
≦
匿
雪

即
ち
硝
酸

で
あ
ろ
こ
と
、
硝
酸
に
銀
を
溶
か
せ
ぱ
硝
酸
銀
溶
液
と
な
り
、

こ
煮
に

食
塩
を
加
え
れ
ば
塩
化
銀

の
沈

澱
が
生
ず
る

こ
と
は
明
ら
か

で
、
「
臨
皿酸
銀
」
は
塩
化
銀
と
い
い
か
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

化
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編

皿、化
学
大
辞
典
』
第

五
巻

(共

11
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
四
十

二
年
、
縮
刷
版
第

三
刷
」
、
七
二
三
頁
,

前
掲

「
化
学
大
辞
典
」
、
第

五
巻
、
七

一
八
i
七

}
九
頁
。

上
野
彦
馬

[、舎
密
局
必
携
」
文
久

二
年
、

版
本
、
前
篇
、
巻

一
、
題
言

一
オ

ニ
、乃
。
京
都
府
総
合
資
料
館
蔵

〔
器
〇

一
凸
.

日
本
学
士
院

明
治
前

日
本

科
学
史
刊
行
会
編

『、明
治
蔚
日
本
物
理
化
学
史
」

(
日
本
学
術
振
興
会
、
昭
和

一一一十
九
年
)
、

三
六
ゴ
丁

三
六
四
頁
。

上
野
彦
馬
、
前
掲
書
、
前
篇
、
巻
三
、
三
ウ
ー

四
オ
。
八
オ
。

棚
橋
淳
二

「
近
世

日
本
に
お
け
る
ガ

ラ
ス
製
造
法

の
発
展
と
そ
の
隈
界
」
(
六
)
、

⊆
.研
究
紀
要
』
第
十

三
号
、
松
蔭

女
子
学
院
大
学

・
短
期
大
学
学
術
研

究
会
、
昭
和
四
十

六
年
)
、

五
四
-
五
六
頁

(縦
組
),、

上
野
彦
馬
、
前
掲
書
、
前
篇
、
巻

一
、
十

七
オ
。

馬
場
貞
由

「
硝
子
製
法
集
説
」
文
化
七
年
、
稿
本
、
巻
之
上
、
九
例
、

三
オ
.、
静
嘉
堂
文

庫
蔵
。

押
田
勇
雄

「
単
位

の
辞
典
」

(
ラ
テ
イ

ス
、
昭
和

四
十

五
年
)
、
二
三
頁
。
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二
十

一

江
戸
時

代
後

期

の
ア

ル
カ

リ
塩

・
鉛

白

ガ

ラ

ス

日

「
舎
密
開
宗
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

『
含
密
開
宗
」
の
内
篇
巻
九
の
巻
尾
に
み
ら
れ
る
附
録

「
破
環
品
類
」
に
は
、
各
種
貴
石
を
模
造
す
る
た
め
に

二
次

原
料
と
し
て
用
い
ら
れ

マ
ニ
セ
ル

コ

る

「
焉
尼
振
爾
炸
破
黎
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

マ

ニ

セ

ル

〇

一
ヲ
瑞
尼
撮
爾
炸
破
瑠
ト
名
ク
其
方
。
石
英
細
末
。
精
製
亜
爾
加
里
。
各
三
分
右
礫
化

シ
還
タ
梼
末
シ
水
洗
シ
乾

シ
枯
蓬
砂

一
分
。
鉛
粉



耀
分

珊尼階鰍 緯

3

3

1

蛎

施

42.3

9.8

18.3

29.1

0.5

石 英 細 末

精製亜爾加里

枯 蓬 砂

鉛 粉

消 酸 加 里

Sio2

B203

PbO

Na20

K20

第六十表 『含密開宗」 による 「璃

尼掻爾鮮披喫 の調合 ・組成。

一
分
半
ヲ
加
テ
再
.燥
シ
接
末
シ
水
洗
シ
消
酸
加
里
十
二
分
.
一
ヲ
加
テ
礫
化
ス
右
二

方
共

二
水
精
破
嘆
ノ
類
ナ
リ

こ
の
部
分
は
十
二

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ

ラ
ス
」

で
述
べ
た
イ
ペ

イ

〉
°
網
O
畠

の
化
学
書
に
み
ら
れ
る

げ
9

・ミ
§

蒜
ミ

⑦
§
ミ
喧

禽

に

つ
い
て
の
記

述
に
相
当
し
て
い
る
。
「枯
蓬
砂
」

は
蝦
焼
蓬
砂
即
ち
無
水
棚
砂
の
こ
と
で
あ
り
、
「
鉛

粉
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
鉛
白

の
こ
と
で
あ
る
。
重
複
す
る
が

「
焉
尼
振
爾
洋
破
潔
」

の
調
合

・
組
成
を
第
六
十
表
に
示
し
て
お
く
。

口

「
硝
子
調
合
論
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

圖

「
硝
子
調
合
論
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
人
工
寳
石
誌
」
の
要
約
中
に
は

「丹
」

を
用
い
る
ガ
ラ
ス
の
調
合
が
多
数

み
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ

ら

の
調
合
に

つ
い
て
は

「丹
」
を
鉛
丹
と
解
し
て
、
二
十

「江
戸
時
代
後
期
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス
」

の
㊨
に
お
い
て
扱

っ
た
。
「丹
」

を
鉛
丹
と
推
定
し
た
の
は
、
本
来

「丹
」
は
辰
砂

(硫
化
水
銀
)
を
意
味
す
る
が
、

ガ
ラ
ス
原
料
と
ば
な
り
難
く
、
こ
こ
で
は
鉛
丹

の
略
と
考

咽

え
る

の
が
妥
当
と
思
わ
れ
ろ
こ
と
、
並
び
に
調
合

一
覧
表
に
続
く
本
文
中
に

破
潔
本
剤
中

ニ
ハ
其
本
成
分

ノ
外
又
別

二
丹
ノ
類
ヲ
用
フ
○
是

二
由
テ
破
黎
尚
堅
硬
ニ
シ
テ
光
彩
ア
リ
是
實

二
天
生

ノ
寳
石

二
大

二
固
有
セ

ル
所
ノ
性
ト
ス
」
然
レ
ト
モ
酸
化
鉛
過
分
ヲ
加
フ
レ
ハ
破
曝
ノ
堅
質
ヲ
害
シ
是

二
依
テ
其
表
面
風
化
シ
易
フ
シ
テ
透
明
ナ
ラ
ス
」

と
あ
り
、
文
意
よ
り

「
丹
」
と

「酸
化
鉛
」
と
は
同
義
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
。

樹

と
こ
ろ
が
、
上
記
引
用
文
よ
り
や
や
後
に
原
料
に
つ
い
て
の
註
記
が
あ
り
、
そ
こ
に

○
炭
酸
鉛
」
即
丹
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
し
も
炭
酸
鉛

(11
鉛
白
)
が

「
丹
」
と
い
う
文
字
記
号
で
表
わ
さ
れ
、

調
合

↓
覧
表
が
作
成
さ
れ
た

の
だ
と
す
れ
ば
、

第
五
十
六
表
に
示
し
た
調
合
は
、
す
べ
て
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス
の
た
め
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
註
記
を
重
視
し
て
調
合

一
覧
表
を
解
し
た
と
し
て
も
結
果
は
同
様
で
あ
る
。

但
し
こ
こ
で
は
二
、

三
の
調
合
に

つ
い
て
の
み
、

「丹
」
を
炭
酸
鉛
と
解
し
て
組
成
計
算

を
行
な
い
、
第
六
十

一
表
に
示
す
に
と
ど
め
た
。

第 三
燧石 二代 ル堅美
ノモノ

(「スタラ ス」)

10ns=48091㌔

3d「 °=180

2〔1「'=120

3〔1「'==180

1sef'==20

0.5so「 °=10

%502

1.2

18.8

8.7

16.2

3.9

1.0

第 ニ
ー等

硬 キ者

第 一
シ カ ラー ドル氏

ノ居 恒 ノ方

1,50ns=7209「 山

0,50ns=240

3d「'-180

2dエ ゜-120

20音 「'

1「,ns=4809「`

0,50ロs=240

3dr・=180

2d「'=120

20～609「'

%
62.4

10.8

9.0

17.0

0.8

 

翻
52.6～51.5

13.6ハ 」13,4

11,3ヘ ノ11.1

21.4～21.0

1.0～3.0

破 理 末

山水晶末

炭酸曹達

焼 蓬 砂

炭 酸 鉛

硝 石

白 砒

破 環

As205

Sio2

B203

PbO

Na20

K20

第六十一表 「硝子 調合論」の内,「人工寳石説」によるガラス(第
一 ～第三)の 調合 ・組成。 ガラス(第 五～第十七)は 省 略。炭

酸鉛(本 来は丹)は 鉛 白と仮定 した。衡量 については第五十六

表を参照。

信

「
舎
密
局
必
携
」
所
載

の
芒
硝

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

シ

『
舎
密
局
必
携
」
の

「
無
機
性
舎
密

篇
金
属
部
」
の
内
、

「
悉

リ

シ
ユ

ム

里
斐
母
第
二
十
五
章
」
に
は
各
種
ガ
ラ

ス
に
関
す
ろ
記
述
が
み

同

ら
れ
、

「
尋
常
破
理
」

の
条
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

ゲ

オ
　
ネ
ガ
ラ
れ
　

尋

常

破

潔

…

…

(中
略
)
…

…

○
芒

硝

ト

珪

土

ノ
和
物

二
、

少

許

ノ
酸

化
鉛

〔
割
注
〕
「
・
ー
ド

ク
リ

ッ
ト
」
鉛
丹
或

ハ
鉛

キ
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス

粉

ヲ
用

ユ
」

ヲ
加

ル
寸

ハ
、

所

レ
謂

水

精

破

膿

ト

ナ

ル
、

且

ツ

酸

化

鉛

ノ
多

キ

ニ
随

ヒ
、

熔

化

流

動

ヲ
促

ス
事

随

テ
速

力

ナ

リ上

記

引

用
文

中

、

酸

化

鉛

に

つ
い
て

の
割

註

に
伽

[,
ロ
ー

ド

ク

リ

ッ
ト
」
・
㈲

「
鉛

丹
」
・
回

「
鉛
粉

」

の
名

が

み
え

る

。

勧

「
ロ
ー

ド

ク

リ

ッ
ト
」

は
鉛

白

を

意

味

す

る

「
ロ
ー

ド

ウ

ィ

ッ

ト

」

一〇
〇
匹
乱

⇔

の
誤

記

で
は

な

か

ろ
う

か
。

㈲

「
鉛

丹

」

を

使

一23一



用

す

る
場

合

に

つ
い

て
は

二
十

「
江

戸

時
代

後

期

の
ア

ル

カ

リ
塩

・
鉛

丹

ガ

ラ

ス
」

で
既

に
触

れ

た
。

㈲

「
鉛

粉

」

は

「
鉛

白
」

も

鉛
白

を

原
料

と
す

る

一
例

と

い
え

よ

う

。

な

お

芒

硝

〇
一窪

げ
。
『
.㎝
器
#

は

硫

酸

ナ

ト

リ

ウ

ム

十
水

化

物

2
2

ω
O
軽
・
一
〇
=
四
〇

る
。註

ω

宇

田
川
熔
奄

『
舎
密
開
宗
」
天
保

八
年
刊
、
版
本
、
内
篇
、
巻

九
、
十

八
オ
i
十

八
ウ
、
京
都
府
総
台
資
料
館
蔵

〔
㎝
。゚O
I
ω
〕
。

図

　、硝
子
調
合
論
」

(仮
題
)
、
写
本
、
十

ウ
ー
-十

一
ウ

(本
文
)
。
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
蔵

〔
島
津
家
文
書

・
一
般
関

係
資
料

・
ロ
ー
一甲

㈹

前
掲

　、硝
子
調
合
論
』
、
十

ニ
オ
ー
十

ニ
ウ

(本
交
)
。

圏

前
掲

閻、硝
子
調
合

論
」
、
十

三
オ

(本
文
)
.

㈲

上
野
彦
馬

「
舎
密
局
必
携
」
文
久
二
年
刊
、
版
本
、
前
篇
、
巻

三
、

三
ウ
ー
四
オ
、
京
都
府
総
合
資
料
館
蔵

〔
認
O
l
一占
.

ゆ
え

、

こ
れ

の
こ
と

で
あ

。゚
〕
」

二

十

二

江

戸

時

代

後

期

の

硝

石

・
鉛

糖

ガ

ラ

ス

日

「
硝

子
調

合

論

」

所

載

の
硝

石

・
鉛

糖

ガ

ラ

ス

ω

金

膠

が

本
来

棚
砂

を

意

味

す

る

語

で
あ

る

こ

と

は
、

例

え

ば

「
舎

密

開

宗

」

の

「
蓬

酸
曹

達
第

百

三

十
九

章

」

に
、

シ
ュ
ブ
ボ

ラ
ス
、
ソ

。
ウ
ダ
ー

ポ
ラ
キ
ス
シ
ュ
ー

レ
ソ

。
ウ
ダ

ボ

ラ
ク
ス

ゴ

。
ウ
ド
、
レ
ー
ム

金
膠
、
支
那

ノ
名

ヲ
課

ス
漢
名
蓬
砂
又
鵬

砂
…
…

(下

略
)
・
:

と

記
さ

れ

、

金

膠
を

蘭

訳

し

た

と

い
う

「
ゴ

。
ウ

ド
、

レ
ー

ム
」

O
o
仁
色

凶冒

(αq
o
口
畠
11

金

、
島

日
"

膠

)

が

「
ボ

ラ

ク

ス
」

げ
o
昆

×
(
側
砂

)

の
同
義

語

と

し

て
挙

げ

ら

れ

て

い
る

こ
と

か

ら

、

ま

た
尊

経

閣

文

庫

所

蔵

の

「
和

硝

子

製
作

編
」

に
お

い

て
金

膠

に

「
き

ん

き

や
う

・
ほ
う

し

や
」

と

仮

名

が

振

ら

れ

て

い
る

こ
と

か

ら

、

ま

ず

疑

い
な

い
と

こ
ろ

で
あ

ろ

う

。

し

か

し

な

が

ら
、

そ

れ

に
も

拘

ら

ず

「
硝

子

調

合
論

」

に

は

一24一



」

金
膠
を
鉛
糖
と
解
せ
ざ
る
を
得
ぬ
左
の
如
き
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
。

金

膠

精
製
シ
テ
用

ユ
金
膠

一
斤
ヲ
水
九
合

ヲ
以
テ
煮
テ
四
合
ト
シ
放
冷
シ
テ
晶
ヲ
結
シ
ム

…

(中
略
)
-
…

む
リ

金

膠
精
製

ハ
鉛
粉

ヲ
鯉
酢

二
煮
テ
甘
味
ト
ナ
ル
ニ
至

。
濾
過
液
ヲ
取
テ
結
晶
セ
シ
ム

囲

前
者
は

「
硝
子
調
合
論
」

の
内
、
「
破
喫
精
工
全
書
」

の
要
約
中
に
み
ら
れ
、
後
者
は

「
人
工
寳
石
誌
」

の
要
約
に
続
く
ガ
ラ
ス
原
料

(弗

個

留
葛

見
骨
多
吉
布
爾
、
臨
酸
銀
、
金
膠
)
の
調
製
法
を
記
し
た
箇
所
に
み
ら
れ
る
。
尤
も
後
者
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
。

鉛
粉
即
ち
鉛
白
を
酷

酸
で
処
理
す
れ
ば
酷
酸
鉛
即
ち
鉛
糖
が
生
じ
、
こ
れ
は
そ
の
名
が
示
す
如
く
甘
味
を
有
す
る
。
な
お

『.破
曝
精
工
全
書
」

の

「
水
晶
種
硝
子
ノ

回

方
」
に
は
金
膠
に
つ
い
て

「
水
氣
ヲ
乾
シ
次

二
蝦
キ
テ
其
後
粉
ト
ナ
シ
水
晶
粉

二
和
セ
合
セ
テ
用

ユ
」
と
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、

金
膠
は
使
用

の
際
無
水
物
の
状
態
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
金
膠
を
用
い
る
調
合
は

「
硝
子
調
合
論
』
の
も
と
と
な

っ
た

『
破
理
精
工
全
書
」
所

エリ

　

　

収
の

「
和
硝
子
製
作
編
」

の

「
水
晶
種
硝
子
ノ
方
」

「
色
消
硝
子
ノ
法
」
、
並
び
に

「
金
剛
硝
子
製
造
法
」
の

「
水
晶
硝
子
製
造
法
」
「
水
精
種

　

　

硝
子

ノ
方
」

「
色
消
硝
子
ノ
方
」
に
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
各
調
合
法
の
下
の
丸
中
片
仮
名
、

丸
中
数
字
は
慶
宜
上
附

し
た
も

の
で
あ
る
。

一
水
晶
種
硝
子
ノ
方
・◎

水
晶
粉

一
貫
銭

金
膠

七
百
銭

地
霜

二
百
銭
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…
…

(中
略
)

吋
色
消

硝

子

ノ
法

⑤

石
粉

消
石

金
膠

鉛
粉

画
規
背

一
貫
鏡

四
百
五
十
銭

三
百
銭

三
百
五
十
競

一
分
五
厘

水
構
硝
子
製
造
法

…
…

凸由
・略
)
…
…

分
量
①

石
屑

五
百
鏡

金
膠

百
三
十
鏡

地
霜

百
鍍

酒
石

;
銭

六
印

】
鐘

右
ノ
五
種
ヲ
調

へ
合
セ
豊

二
靹
レ
煮
ル
事
十
ハ九
五
分
時

ニ
シ
テ
鍍
ノ
匙

ニ
テ
名
ヒ
テ
冷
水
ノ
中

一一投

シ
取
り
画
シ
水
無
ヲ
乾
炉
粗
ク
掲
キ

一一 諺6一



'

辱

テ
再
ヒ
壺

二
納
レ
テ
ヨ
ク
熔
化
シ
吹
キ
試
テ
泡
ノ
蓋
ク
消
散
セ
シ
ヲ
視
テ
器
物

二
吹
テ
細
工
ハ
随
意

ニ
ナ
ス
ヘ
シ
尤
ヨ
ク
煮
タ
ル
硝
子
ヲ

冷
水
ノ
中

二
投
ス
ル
ハ
其
塩
消
ノ
氣

ヲ
脱
除
テ
器
物

二
造
レ
ハ
上
好
明
徹
ナ
ル
硝
子
ト
ナ
レ
ハ
也
此

コ
ト
ク
ニ
再

三
冷
水

二
投

ス
レ
ハ
尤

ヨ
シ
ト
知
ル
ヘ
シ

一
金
膠

ハ
再
製
シ
テ
其
後
二
火

一一
テ
蝦
キ
テ
用

ユ
ヘ
シ
尤
炮
録

ノ
金
盤
ノ
上

ニ
テ
蝦
ク
ヘ
キ
ナ
リ

一
蓬
砂

ハ
白
色
透
明
ナ
ル
物
ヲ
藥
舗

ニ
テ

「
ス
キ
ホ
ウ
シ
ヤ
」
と
呼
フ
之
ヲ
用

ユ
ヘ
シ

一
地
霜

ハ
則
チ
消
石

ニ
シ
テ
上
好
ノ
品
ヲ
用

ユ
藥
舗

ニ
テ
上
品
ヲ

「
サ
ボ
デ
ヱ
ン
セ
ウ
」
卜
稻

ス
之
ヲ
用

ユ
ヘ
シ

一
酒
石
ト
イ

ヘ
ル
物

ハ
蒲
萄
酒
ヲ
造
リ
テ
桶
ヤ
餅
ノ
中

二
凝
結

ナ
ス
塩

ニ
テ
是
ハ
白
酒
石
ヲ
用

ユ
ヘ
シ

一
六
印

ハ
其
名
稻
ヲ
隙
シ
テ
符
号
ヲ
以
テ
之
ヲ
記
ス
ヨ
ク
此
物

ハ
硝
子
ノ
青
色
ヲ
消
除

シ
テ
太
白
色
ト
ナ
ス
ノ
音
効
ア
リ
又
多
ク
加
フ
ル
ト

キ
ハ
種
石
ヲ
シ
テ
速

二
鮮
化
セ
シ
ム
ル
ノ
功

ア
リ
ト
錐
硝
子
ノ
質

ヲ
軟
ナ
ラ
シ
ム
カ
故

二
多
量

ニ
ハ
加

ヘ
ス
シ
テ
可
ナ
ル
ヘ
シ
秘
藥
ナ
レ

ハ
秘
奥
ト
シ
テ
藪

ニ
ハ
記
シ
カ
タ
ク
篤
志
ノ
輩

ハ
ロ
授

二
因
テ
精
ク
傳
フ
ヘ
キ
ナ
リ

一
猶
此
余

ニ
モ
金
剛
硝
子
ノ
造
方
紅
色
ノ
硝
子
ノ
造
方

ノ
事

ハ
追
テ
出
板
ヲ
モ
ナ
ス
ヘ
シ
此
書

ハ
略
説
ナ
レ
ハ
紙
面
狭
小
故

二
唯
其
大
略
ヲ

記
ス

…
…

(中
略
)
…
…

和
硝
子
ノ
分
量
方

・
-
(中
略
)
…
…

○
水
精
種
硝
子
ノ
方
⑫

水
精
粉

一
メ
目
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金
膠

七
百
目

地
霜

二
百
目

0
色
消
硝
子
ノ
方
⑬

石
粉

一
貫
目

消
石

四
百
五
十
目

金
膠

三
百
目

金
公
粉

三
百
五
十
目

画
焼
青

一
分
五
厘

以
上

の
各
調
合
に

つ
い
て
、
金
膠
を
鉛
糖
と
仮
定
し
て
そ
れ
ぞ

れ
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
計
算
し
、
第
六
十
二
表

・
第

六
十
三
表
に
示
し
て
お
く
。
た
だ
こ
こ
で
は
鉛
糖
を
用
い
る

調
合

が
利
用
さ
れ
う
る
可
能
性
が
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

の
で

あ

っ
て
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
調
合
で
ガ
ラ
ス
が
作
ら
れ
た
か
ど

う
か
は
、
別
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
な
お
金
膠
を
本
来

の
棚
砂
と
し

て
計
算
し
た
結
果
は
小
論

「「
和
硝
子
製
作
編
井
附
録
」

に
つ
い

蝸

て
」
に
お
い
て
、
表
示
し
て
お
い
た
の
で
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

魏1麗1色 消硝子①⑬

水縞粉 ・石 勃

金 膠,

金 公 粉

地霜 ・消石

面 焼 青

Sio2

CoO

PbO

K20

備 考

100旺 鎖'

700

200

1-%

63,5

30.5

5,9

1000鈍

300

350

450

1∫}5厘

爵 弼
0.0004

29.6

12.2

煕 目廠'1一 ⑬は瞬 位

第六十二表 「和硝子製作編』所載(丸 中片

仮名),『 金剛硝子製造法」所 載(丸 中数

字)の 各 ガラスの調合 ・組成 。金膠 は.
Pb(CH3COO)2,金 公粉即 ち鉛粉は2Pb

CO3・Pb(OH)2と 仮定 した。 画焼青 に

つい ては含有す る水の量に応 じ,表 中 の

CoO百 分 率の約75～97%程 度が ガラス

化 し,CoOに ついてはその減 少値 の1.5
～17 .3%程 度が実際 の百分率 となるはず

てある。
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「

水精硝子 ①

500観

130

100

2

1

 

註
(生)(3)12}〔1)(7)〔6){5)〔1①(9〕 く8}

屑

膠

霜

石

印

石

金

地

酒

六

0.2弼

78.4

14.0

7.4

%
78.6

14.0

7,4

As205

Sio2

PbO

K20

第六十三表 『金剛硝子製造

法』所 載の 「水精硝子」の調

合 ・組成。金膠はPb(CH日
COO)2,地 霜はKNO3,

酒石はC4H506Kと 仮定 し

た。六印は組成不明ゆえ,

第1欄 は これを除いて組成

百分率 を計算 し、第2欄 は
六 印を仮 りに碁石即 ち白砒

As406と して組成百分率 を

計算 した。
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